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「みよし 森のポッケ」
オープン！

今月の表紙

4月19日（水）、三次市こどもの室内遊び場「みよし 
森のポッケ」がオープンしました。オープン初日は
100人を超える子どもたちや保護者の方が来場されま
した。表紙の写真は、三次に住むおばあちゃんに教え
てもらって、東広島市からお母さんと来場した大

おおたにあさ
谷諒

陽
ひ

さん（右）・海
か い と

斗さん（左）兄弟。
上の写真は、二人が仲良く木の滑り台を滑っている

時の1枚。
明るく柔らかな日差しが差し込み、木の香りがする

室内は、おもちゃで遊ぶ子どもたちの笑顔と笑い声で
あふれていました。
※6～7ページに関連記事を掲載しています。

こ
れ
か
ら
も
あ
な
た
の
そ
ば
に

民
生
委
員
制
度

�

創
設
１
０
０
周
年

今
年
、１
０
０
周
年
を
迎
え
る
民
生
委
員
制
度
。

長
年
、
暮
ら
し
の
中
で
悩
み
を
抱
え
る
人
々
の
支
え
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
民
生

委
員
制
度
は
、
生
活
に
困
窮
す
る
人
々
を
救
う
た
め
、
大
正
６
年
に
岡
山
県
で
創
設

さ
れ
た「
済さ
い
世せ
い
顧こ

問も
ん
制
度
」が
そ
の
始
ま
り
で
す
。

今
月
は
、「
思
い
や
り
」の
気
持
ち
で
地
域
福
祉
の
た
め
に
日
々
走
り
回
っ
て
い

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下
、民
生
委
員
）の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

登校班の最後尾を歩く平岡さん
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身
近
な
相
談
相
手
―

「
お
は
よ
う
」平ひ
ら

岡お
か

甚じ
ん

二じ

郎ろ
う

さ
ん
は
、
登
校

班
の
集
合
場
所
に
集
ま
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち

と
今
日
も
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
か
わ
し
ま
す
。

三
次
町
の
民
生
委
員
の
一
人
、
平
岡
さ
ん
は
、

民
生
委
員
に
な
っ
て
23
年
目
、
主
任
児
童
委
員

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
５
年
間
、
ほ
ぼ
毎
日
、

小
学
生
の
登
校
班
の
一
番
後
ろ
で
、
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
な
が
ら
一
緒
に
登
校
し
ま
す
。

小
学
校
に
着
い
て
か
ら
も
正
面
玄
関
で
一
人

ひ
と
り
に
声
を
か
け
、
昨
日
と
変
わ
っ
た
様
子

は
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

そ
の
後
、
見
守
り
活
動
を
し
て
い
て
気
付
い

た
こ
と
を
学
校
に
伝
え
、
学
校
か
ら
も
子
ど
も

た
ち
の
様
子
を
聞
き
ま
す
。
そ
の
対
話
の
内
容

が
、
問
題
を
解
決
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
不

安
を
見
つ
け
る
糸
口
に
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。
平
岡
さ
ん
は
、「
学
校
の
外
で
の
姿
も

地
域
の
人
た
ち
が
見
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
、『
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て

み
よ
う
』と
い
う
気
持
ち
に
な
る
」と
話
さ
れ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
能
力
を
発
揮
し

や
す
い
環
境
の
た
め
に
、
普
段
か
ら
学
校
と
近

い
距
離
に
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感

じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

平
岡
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
先

生
が
頑
張
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
や
学
校
、

地
域
の
支
え
に
な
り
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が

日
々
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
と
力
が
湧
く
。

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
以
外
に
も
、
自
分
一
人
や

家
族
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
悩
み
が
あ
る
な
ら
、

気
軽
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
に
と
っ
て

民
生
委
員
の
存
在
と
は
―

民
生
委
員
に
つ
い
て
、
三
次
小
学
校
の
長
手

校
長
は
、「
平
岡
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
民
生

委
員
さ
ん
は
、
地
域
の
人
材
を
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
時
に
は
困
り
ご
と
の
相
談
に
の
っ

て
も
ら
う
こ
と
の
で
き
る
、
学
校
と
地
域
を
結

ぶ
力
強
い
存
在
で
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
子
ど

も
た
ち
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
学

校
で
は
分
か
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
の
地
域
で
の

様
子
や
些さ

細さ
い
な
変
化
に
気
付
か
れ
ま
す
。
そ
の

気
付
き
を
指
導
方
針
の
検
討
材
料
に
す
る
こ
と

も
あ
り
、
た
い
へ
ん
信
頼
し
て
い
ま
す
」と
話

さ
れ
、
学
校
に
と
っ
て
も
民
生
委
員
の
存
在
は

大
き
い
よ
う
で
す
。

平岡甚二郎さん

三次小学校　長
なが
手
て
麻
あさ
美
み
校長

●特集　民生委員制度創設 100 周年
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引
き
継
が
れ
る
思
い
―

昨
年
12
月
１
日
、
全
国
民
生
委
員
一
斉
改
選

が
あ
り
、
三
次
市
で
も
新
た
に
50
人
の
民
生
委

員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
仕
事
を

持
つ
方
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
い
っ
た
若

い
世
代
の
姿
も
あ
り
ま
す
。

甲
奴
町
の
永な
が
井い

公ま
さ
子こ

さ
ん
は
、
子
育
て
と
自

営
業
の
造
園
業
を
し
な
が
ら
、
民
生
委
員
の
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。当
初
、民
生
委
員
に
な
っ

て
も
ら
え
な
い
か
と
依
頼
が
あ
っ
た
時
は
、
家

族
へ
の
負
担
を
心
配
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
家

族
の
理
解
も
あ
り
、
民
生
委
員
を
引
き
受
け
た

そ
う
で
す
。

永
井
さ
ん
は
、「
前
任
の
民
生
委
員
さ
ん
が
、

長
い
間
活
動
さ
れ
て
い
た
の
を
見
て
い
ま
し
た
。

地
域
に
民
生
委
員
は
必
要
な
の
で
、
自
分
で
良

け
れ
ば
と
引
き
受
け
ま
し
た
。
普
段
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
や
学
校
と
の
関
わ
り
も
生
か
し
て
、
子
ど

も
や
学
校
に
近
い
立
場
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
に
も
今
ま
で
ど
お
り
気
軽
に
話
を
し

て
も
ら
え
る
よ
う
接
し
て
い
き
た
い
」と
笑
顔

で
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

新
た
に「
民
生
委
員
」の
手
助
け
を
行
う「
協

力
員
」と
し
て
活
動
を
始
め
た
方
も
い
ま
す
。

畠
敷
町
の
藤ふ
じ
井い

直な
お
孝た
か
さ
ん
は
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
、
民
生
委
員
の
役
割
や
成
り
手
不
足
を
知

り
、
何
か
地
域
に
役
立
ち
た
い
と
思
い
、
４
月

か
ら
協
力
員
と
し
て
、
高
齢
者
の
自
宅
な
ど

を
定
期
的
に
見
守
る
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

藤
井
さ
ん
は
、「
４
年
前
に
大
病
を
し
て
命

を
失
い
か
け
た
。
私
の
回
復
を
見
届
け
る
よ
う

に
そ
の
半
年
後
に
亡
く
な
っ
た
妻
も
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
の
思
い
を
強
く
持
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
意
思
を
継
い
で
、
残
り
の
人
生
を
地
域
の

た
め
に
役
立
て
た
い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

同
じ
地
域
の
民
生
委
員
の
岩い
わ
﨑さ
き
笙し
ょ
う

子こ

さ
ん
は
、

藤
井
さ
ん
の
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
熱
い

思
い
を
受
け
て
、
見
守
り
活
動
の
一
部
を
４
月

か
ら
藤
井
さ
ん
に
お
願
い
さ
れ
て
い
ま
す
。
岩

﨑
さ
ん
は
民
生
委
員
に
な
っ
て
13
年
目
で
す
。

「
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
同
じ
思

い
を
持
つ
藤
井
さ
ん
に
、
そ
の
活
動
と
経
験
を

少
し
ず
つ
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
す
。 岩㟢笙子さん（左）と藤井直孝さん（右）

永井公子さん
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地
域
の
福
祉
活
動
は
、
平
岡
さ
ん
や
岩
㟢
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
経
験
豊
富
な
民
生
委
員
の

活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
永
井

さ
ん
の
よ
う
に
、
新
た
に
活
動
を
引
き
継
い
で

い
く
方
が
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
民
生
委
員

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
全
国
的
に
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
三
次
市
で
も
、
一
部
の
地
域
で

は
民
生
委
員
が
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

藤
井
さ
ん
は
、「
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
同
じ
思
い
を
持
っ
た
人
は
他
に
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
の
活
動
に
は
、
見
守
り
や
相
談
支

援
な
ど
、
住
民
の
理
解
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
個
人
情
報
を
扱
う
相
談
等
の
対
応
も

多
く
、
相
談
者
の
秘
密
を
守
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
活
動
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
面

も
多
く
あ
り
ま
す
。　

地
域
ご
と
に
そ
の
活
動
も
様
々
で
す
。
温
か

い
ま
な
ざ
し
で
、
地
域
の
見
守
り
活
動
や
通
学

路
で
の
声
掛
け
運
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
が
私
た
ち
の
身
近
に
い
る
こ
と
は
、

地
域
の
安
全
や
支
援
の
輪
の
広
が
り
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
現
在
、
欠
員
が
出
て
い
る
地
域
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
民
生
委
員
制
度
が

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？ 

あ
な
た
の

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

ご
自
分
の
こ
と
、
ご
近
所
の
こ
と
で
何
か
お

困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、お
住
い
の
地
域
の
民
生

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
地
域
の
民
生
委
員

は
、
昨
年
、
広
報
み
よ
し
12
月
号
と
一
緒
に
配
布

し
た
名
簿
で
確
認
さ
れ
る
か
、三
次
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
事
務
局（
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
４
６
、
市
社
会
福
祉
課
内
）ま
た
は
各
支

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
４
６

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
２
８
５

民生委員・児童委員のキャラクター
ミンジ―（広島県版）

◆ 制度のあゆみ
大正６年 岡山県で民生委員制度の源と言われる「済

世顧問制度」が発足
大正７年 大阪府でそれぞれの方面（地域）で生活の

調査と救済を目的とする「方面委員制度」
が発足

昭和23年 相談に応じ、必要な援助を行い、社会福祉
の増進に努めるための民生委員法の公布

昭和26年 民生委員児童委員信条の制定、児童憲章の
制定

平成６年 主任児童委員制度の創設
平成29年 民生委員制度創設100周年

【
民
生
委
員・児
童
委
員
と
は
】

地
域
の
推
薦
委
員
か
ら
推
薦
さ
れ
、
市
と
県

の
審
査
を
経
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
り
委
嘱

さ
れ
ま
す
。
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

し
、
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩
み
が
、

家
族
や
当
事
者
な
ど
で
解
決
で
き
な
い
よ
う
な

時
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
、
ま
た
、
問
題
を
解
決
す
る
関
係
機
関
と
の

「
つ
な
ぎ
役
」と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

三
次
市
で
は
１
８
３
人（
平
成
29
年
４
月
現

在
）の
民
生
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
、
そ
の

う
ち
20
人
が
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
・
支
援
を

専
門
に
行
う
主
任
児
童
委
員
で
す
。
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雨の日に、子どもと遊びに行くところがなくて困ったことがありませんか？
子どものおもちゃはやさしい素材のものを選びたい、と考えたことはありませんか？
４月19日（水）に東酒屋町にオープンした「みよし 森のポッケ」は、天候に左右されず、
大きな遊具や木のおもちゃで遊ぶことができる室内遊び場です。
今回は、オープンから関連イベントまでを紹介していきます。

４月18日（火）、落成式と内覧会がありまし
た。「みよし 森のポッケ」愛称最優秀賞受賞者

の富
とみ

安
やす

敏
とし

惠
え

さんは、「イメージどおりのかわ
いらしい施設ですね。子どもたちには、木の

ぬくもりに触れながら、創造性を育んで
もらいたいです」と笑顔で話してくれ
ました。

落成式テープカット

４/18（火） 落成式と内覧会

木のおもちゃを
体験する富安さん
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問 みよし 森のポッケ　三次市東酒屋町456-２　☎0824-62-6811　 0824-62-6711

４月22日（土）・23日（日）
は、「みよし 森のポッケ」オー
プン記念イベントがみよし
運動公園で開催されました。
250種類の木のおもちゃが大
集合し、大人も子どもも楽し
んでいました。

ちょっとだけおもちゃを紹介します！

中国
自動
車道 184

375

423

市立三次中央病院

広島三次
ワイナリー

トレッタみよし 奥田元宋・小由女美術館

三次きんさい
スタジアムみよし運動公園

三次IC

みよし　森のポッケ

みよし 森のポッケの場所と利用の仕方について教えてください！
みよし 森のポッケは、東酒屋町のトレッタみよしのとなりにあります。遊び場の案内図、注意事項など

については、市ホームページまたは４月１０日発行の「広報みよし４月号」をご確認ください。
オープンから連日、たくさんの方にご利用いただいています。特に土・日・祝日は時間帯により入場制

限を設ける場合もありますので、時間に余裕をもって遊びに来てください。

▶利用時間（クール制：70分総入れ替え）
第１クール   9時30分～10時40分
第２クール 11時～12時10分
第３クール 12時30分～13時40分
第４クール 14時～15時10分
第５クール 15時30分～16時40分

※利用券の発券開始は９時～（全クール）

▶休館日　 水曜日、年末年始、10月と 
３月に特別休館日有り

▶利用料金　
　１クール １人 200円
※ 大人・子ども（６カ月～小学校

６年）とも同料金
※ 身体障害者手帳、療育手帳、精

神保健福祉手帳を持つ子ども
（その介護者１人も含む）は無料

※ 大人（子どもの保護者または20
歳以上の方）1人につき、子ど
もは３人まで入館できます。

※ 大人のみ、子どものみでの利用
はできません。

� ひっつきむしの切り株

カプラⓇ

どんぐりきのこ

４/19（水）～ 22（土）の様子

みよし森のポッケ イベント情報
毎月第２日曜日はカプラⓇの日！
カプラⓇは、フランス生まれの木製ブロック。
森のポッケには15,000枚のカプラⓇブロック
があります。
カプラⓇの日は、「KAPLAⓇブロックプレイサ
ポーター」の２人と一緒に遊ぼう！
■対象クール　第２クール・第４クール
■参加無料、随時参加受け付け
　（定員：先着10名）

工作ワークショップを開催！
「カプラⓇの日」以外の日曜日は、月替わりで
工作ワークショップを開催します。
■対象クール　第２クール・第４クール
■工作の内容　
　５月（5/21・5/28）は「森の動物を作ろう」
　６月（6/4・6/11・6/18・6/25）は
� 「紙織りモビール」
■参加無料、随時参加受け付け（定員あり）

※今後のイベントは、広報みよしの「おでかけガイド」で
　紹介していきます。

４/22（土）・23（日）　東京おもちゃ美術館がやってきた！

（みよし 森のポッケオープン記念イベント）
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問 政策部特命担当　☎0824-62-6408　 0824-62-6137

三次まるごと博物館 ~三次まるごと博物館事業とは？~

今後も、本事業への理解を深めていただ
くために、「稲生物怪録」や「妖怪」に関す
る講座やイベントを計画しています。詳細
が決まり次第、広報紙等でお知らせします。

また、寄贈された湯本コレクションの紹
介などを次号から掲載します。

平成30年度中の建設をめざし、地域の皆さんをはじめ、市外へも情報発信し、「稲
い の う

生物
もの

怪
のけ

録
ろく

」をはじめと
する「妖怪」への理解を深めていきます。

三次町全体を「まるごと」博物館にみたて、まちの魅力を高め、まち全体へ観
光客を呼び込み、経済的効果をもたらせようとする事業です。三次地区拠点施
設の整備や歴史的なまちなみの修景補助、町屋の改修と活用、まちなかで三次
町の歴史や文化を紹介するギャラリーの設置を促す事業などを通して、にぎわ
いづくりを行います。

三次市文化会館跡地には、三次地区拠点施設を整備します。妖怪研究家の
湯
ゆ

本
もと

豪
こう

一
いち

さんから寄贈された約3,000点に及ぶ妖怪資料のコレクションを展示
する「（仮称）湯本豪一記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム）」の
ほか、交流棟、広場、駐車場などを整備します。そのほか、まち歩きを誘導する
様々な事業を行います。

三次地区拠点施設イメージ図

湯本コレクションから
月
つきおかよしとし
岡芳年�大

おおばんにしきえ
判錦絵

源
みなもとのよりみつ
頼光土

つち
蜘
ぐ
蛛
も
ヲ切

き
ル図

ず

奥 田 元 宋 ・ 小 由 女 美 術 館

企画展「奇々怪々！妖怪・おばけ浮世絵展」
●と　き　開催中　～６月11日（日）
ワークショップ「妖怪絵巻をつくろう」
●と　き　５月28日（日）13時～
� ※詳しくは26ページへ掲載しています。
記念講演会「稲生物怪録の世界」
●と　き　５月21日（日）14時～
●ところ　奥田元宋・小由女美術館
●講　師　植

うえ
田
だ
千
ち
佳
か
穗
ほ
さん（奥田元宋・小由女美術館館長）

M
ミヨシ

i y o s h i  A
アート
r t  P

プロジェクト
r o j e c t

「ひゅーどろどろ　そうぞうのやしき」
　東京藝術大学の学生による滞在制作・展覧会
●と　き　５月12日（金）～15日（月）
●ところ　滝

たき
戸
ど
工
こう
芸
げい
（三次町1151）ほか

【関連イベントなど】
　 「妖怪」について、気軽に親しんでみませんか？どなたでも参加できる講座やイベントを計画しています。また、地
域でも関連したイベントが開催されます。三次市が全国に誇る文化財である「稲生物怪録」や「妖怪」について知る
ことができる機会です。意外と知らない「妖怪」のあれこれを発見できるかも！？お気軽にお越しください。

交流棟展示棟

展示棟
　（仮称）湯

ゆ
本
もと
豪
こう
一
いち
記念日本妖怪博物館（三次もののけミュージアム） …展示室、ミュージアムショップ、収蔵庫など

交流棟　
 　（仮称）三次地区文化・観光まちづくり拠点施設 …�飲食、物販、情報発信、体験、地域交流などの機能を持つ施設
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増田和俊

vol.64

連載地
域
の
皆
様
の
長
年
の
ご
努
力
に
、
本
当

に
頭
の
下
が
る
思
い
で
、感
謝
し
ま
し
た
。

川
地
地
域
の
上
水
道
整
備
の
た
め
、
平
成

13
年
に
設
立
さ
れ
た「
川
地
地
区
営
農
飲
雑

用
水
施
設
整
備
事
業
推
進
組
合
」が
、
そ
の

役
割
を
終
え
解
散
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
、川
地
地
域
で
は
、水
道
整
備
前
は
、

多
く
の
ご
家
庭
で
井
戸
水
な
ど
を
ご
利
用
さ

れ
、
水
量
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
水
質
に
不

安
を
感
じ
る
こ
と
か
ら
、
長
年
に
わ
た
っ
て

水
道
整
備
を
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
川
地
地
域
で
は
早
期
に
水

道
を
整
備
す
る
た
め
、
費
用
の
一
部
を
地
元

で
負
担
さ
れ
る「
営
農
飲
雑
用
水
」事
業
を

選
択
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
組
合
が
負
担
金
を

各
組
合
員
か
ら
集
め
、
事
業
の
負
担
金
を
償

還
し
て
い
く
と
い
う
、
他
に
例
の
な
い
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
た
の
で
す
。

平
成
21
年
に
待
望
の
水
道
は
利
用
開
始
と

な
り
ま
し
た
。
安
全
な
水
を
、
安
心
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
支
え
合
い
の
中
で
、
事
業
着
手
以

来
、
15
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
負
担
金
を

償
還
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

自
分
た
ち
の
力
で
、
住
み
や
す
い
地
域
を

創
り
出
し
て
い
く
取
り
組
み
を
、
こ
れ
か
ら

も
し
っ
か
り
と
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

子
ど
も
の
成
長
に

と
っ
て
必
要
な
こ

と
を
絶
え
ず
考
え

な
が
ら
、「
子
ど

も
の
成
長
を
育
む

ま
ち
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く

り
」に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

三
次
に
、新
し
い
魅
力
が
加
わ
り
ま
し
た
。

三
次
の
将
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち

が
、想
像
力
豊
か
に
遊
べ
る
場
と
し
て
、「
三

次
市
こ
ど
も
の
室
内
遊
び
場『
み
よ
し
森
の

ポ
ッ
ケ
』」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
季
節
や
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
に
、
親
子
で
安
心
し
て
遊
べ
る
施
設
と
し

て
、「
み
よ
し
あ
そ
び
の
王
国
」に
近
接
す

る「
旧
三
次
市
情
報
セ
ン
タ
ー
」を
改
修
し

た
も
の
で
す
。

た
く
さ
ん
の
木
の
お
も
ち
ゃ
を
備
え
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の「
遊
び
た
い
」と
い
う

思
い
を
育
み
な
が
ら
、
の
び
の
び
と
元
気
に

過
ご
し
て
も
ら
え
る
ひ
と
と
き
を
提
供
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
力
が「
上
水
道
」を
実
現

親
子
で
の
び
の
び
遊
べ
る

「
遊
び
場
」が
誕
生

落成式でダンスを披露する酒屋保育所の園児たち

エコで
いこう！
エコで
いこう！

ごみ
減量
ごみ
減量

CO2

削減
CO2

削減 市内の住民自治組織では、家庭から排出される廃食油や
割り箸の回収などに取り組み、環境問題に取り組む拠点づ
くりを目的とした三次市街角ECOステーション事業を実
施しています。

　使用済みのてんぷら油など不要になった廃食油
や割り箸は、お近くの住民自治組織へ持ち込みま
しょう。
　回収された廃食油や割り箸は、ごみ収集車の燃
料や製紙原料として再利用されています。

～地域の環境を守るエコな取り組み～
三次市街角Ｅ

エ コ
ＣＯステーション

をご利用ください

問 環境政策課業務管理係　☎0824-66-3449　 0824-66-3168

家庭から排出される廃食油、割り箸をリサイクル
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定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ

1

定住情報発信

みよしで暮らそう！
シリーズ 1

シリーズ

1定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ35

問 定住対策・暮らし支援課　☎0824-62-6129　 0824-62-6235

問 地域振興課地域づくり係　☎0824-62-6395　 0824-62-6235

三次市では、市内に住宅を所有されている方で、「今後住む予定のなくなった住宅」な
どを登録いただき、市外から転入される方の新たな住居として紹介する「空き家情報バ
ンク制度」を実施しています。

地域の集落支援員の方と連携して移住希望者の現地案内などを行っており、昨年度は
本制度を利用して、11件の住宅が成約し、24人の方が市外から転入されました。

詳しくは定住対策・暮らし支援課または各支所にお問い合わせください。　
（※住宅の状況によっては登録できない場合もあります）

お持ちの住宅を
「空き家バンク」に登録しませんか

●平成28年度 三次市空き家バンク制度利用成約件数
新規登録件数 29件
物件案内実施件数 68件
成約件数 11件
物件への転入者数 24人

名　前 担当住民自治組織名

山
やま

田
だ

　英
えい

治
じ 青河自治振興会

徳
とく

岡
おか

　真
ま

紀
き 和田自治連合会

日
ひ

高
だか

　康
やす

雄
お 神杉地区自治会連合会

花
はな

本
もと

　識
さと

吏
し 田幸地区町内会連合会

浦
うら

田
た

　　愛
あい 川西自治連合会

今
いま

本
もと

　　豊
ゆたか 君田自治区連合会

名　前 担当住民自治組織名

向
むか

井
い

　慶
けい

子
こ 布野町まちづくり連合会

石
いし

井
い

　久
ひさ

敏
とし 作木町自治連合会

德
とく

永
なが

　春
はる

喜
き 吉舎町自治振興連合会

藤
ふじ

定
さだ

　　守
まもる 三良坂町自治振興区連絡協議会

坂
さか

田
た

　公
こう

治
じ 三和町自治連合会

宮
みや

﨑
ざき

　宏
ひろ

子
こ 甲奴町振興協議会連合会

市では、昨年度から「集落支援員」制度を始めました。今年度も12人の集落支援員が、集落内
の巡回や住民との対話による集落への「目配り」をしながら、地域課題を発見し対策を考えたり、
空き家調査、定住希望者の受け入れや定住後の支援などの活動をしています。これからも住民自
治組織、地域おこし協力隊、地域応援隊、市などと連携しながら、各地域のまちづくりを進めてい
きます。 （敬称略）

12人の三次市集落支援員が活動中！
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世界大会・全国大会等出場おめでとうございます

※学年等は平成29年４月時点
※観光スポーツ交流課では、世界・全国大会へ出場される方の情報をお待ちしています。

（敬称略）
名　前（所属等） 大会名（開催日／開催地）

川
かわ

本
もと

　翔
しょう

大
た

（十日市小・中学校出身、大和産業株式会社）

2017UCI�パラサイクリング�トラック�ワールド�チャンピオンシップ
（３月２日～５日／アメリカ�ロサンゼルス）
【３㎞ IP（個人追抜競走）銅メダル】

村
むら

本
もと

　夏
なつ

希
き
（三良坂中学校１年、三良坂

フットボールクラブスポーツ少年団）
第６回８人制少女サッカー�ガールズエイトジャパン�Ｕ-12河口湖大会�
※広島県選抜選手として出場【広島県チーム優勝】（２月４日・５日／山梨県）

倉
くら

重
しげ

　貴
たか

乙
おと

　新
にっ

田
た

　大
ひろ

翔
と
（２年）

森
もり

田
た

大
だい

二
じ

朗
ろう

　出
で

張
はり

　雄
ゆう

都
と

角
かど

井
い

　大
だい

地
ち
（３年）（三次高校体操部）

第32回全国高等学校新体操選抜大会
男子新体操団体競技
（３月20日～ 22日／愛媛県）

石
いし

丸
まる

椋
りょう

太
た

郎
ろう

　山
やま

本
もと

　晴
はる

日
ひ

平
ひら

田
た

　拳
けん

士
じ
（２年）

河
かわ

名
な

真
ま

偉
い

斗
と

　道
どう

免
めん

　陸
りく

哉
や

三
み

竿
さお

　貴
たか

嗣
し
（３年）

（三次高校レスリング部）

風間杯第60回記念全国高等学校選抜レスリング大会
（３月26日～ 29日／新潟県）

中
なかがわ

川　彩
あ

純
すみ

（十日市小学校出身、広陵高校２年）
第39回全国高等学校柔道選手権大会（３月19日・20日／東京都）

古
ふる

野
の

しずく
（和田小学校出身、盈進高校３年）

第26回全国高等学校剣道選抜大会（３月27日・28日／愛知県）

森
もり

末
すえ

　愛
まな

美
み

（吉舎小学校出身、広島新庄高校３年）

第66回全国高等学校スキー大会（２月２日～６日／群馬県）
第72回国民体育大会冬季大会スキー競技会（２月14日～ 17日／長野県）
第29回全国高等学校選抜スキー大会（３月15日～ 18日／長野県）

森
もり

末
すえ

　義
よし

弘
ひろ

（吉舎小学校出身、日本大学２年）

第32回全日本学生アルペンチャンピオン大会（１月５日～９日／長野県）
第72回国民体育大会冬季大会スキー競技会（２月14日～ 17日／長野県）
秩父宮杯・秩父宮妃杯第90回全日本学生スキー選手権大会

　（２月18日～ 24日／青森県）
第95回全日本スキー選手権大会（３月23日～ 26日／北海道）
2017全日本ジュニアスキー選手権大会（３月27日～ 30日／北海道）

増田市長に大会結果を報告された木本さん（右）、
鳴戸さん（右から２番目）、高野さん（右から４番目）、
三次道場 師範代の大

おお
野
の
大
だい
悟
ご
郎
ろう
さん（左）

広島県空手道選手権大会
（平成29年３月５日／広島県）
小学１・２年　型の部　優勝

　高
こう
野
の
　慎
しん
士
じ
さん（十日市小学校３年）

小学３・４年　組手の部　準優勝

　鳴
なる
戸
と
　麗

れ
愛
あ
さん（庄原市立口南小学校５年）

中学女子　組手の部　準優勝

　木
き
本
もと
　菜

な
々
な
美
み
さん（十日市中学校２年）

問 観光スポーツ交流課スポーツ交流係　☎0824-62-6553　 0824-62-6235
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三次ウォーキングマイスター養成研修会 参加者募集
「三次ウォーキングマイスター」とは、ウォーキングを中心としたイベントの企画や運営を行うボラン

ティアのことです。講座に出席された方に「三次ウォーキングマイスター養成研修会修了証」を発行します。

申・問 健康推進課健康企画係　
☎0824-62-6232　 0824-62-6382

問 三次地区医師会
 　☎0824-62-1108

問 健康推進課健康企画係　
☎0824-62-6232　 0824-62-6382

５月31日は世界禁煙デー 禁煙外来医師
による無料相談会と
受動喫煙防止
紙芝居の上演

日本人が命を落とす最大の原因がたばこだと言われてい
ます。喫煙・受動喫煙の害について知り、禁煙にチャレン
ジしてみませんか。禁煙週間（５月31日～６月６日）に禁
煙に関するパネルの展示を行います。
●と　き　５月26日（金）～６月２日（金）
●ところ　サングリーン　1階センターコート
第２次三次市健康増進計画（健康みよし21）喫煙対策の目標

「やめようタバコ! なくそう受動喫煙！」

【と　き】
５月28日（日）
13時～16時

【ところ】
サングリーン１階
センターコート

市では、不妊検査・一般不妊治療を受けられるご夫婦の経済的
負担の軽減を図るため、治療費の助成を行っています。
●助成対象となる費用
　平成29年４月１日以降に医療機関で受けた治療費等

　詳しい内容や申請方法については、市ホームページまたは健康
推進課にお問い合わせください。

平成29年４月から
「不妊検査・一般不妊治療費助成」
を始めました

申・問 健康推進課健康企画係　
☎0824-62-6232　 0824-62-6382

400ml献血にご協力をお願いします。

※ その他の移動献血の予定は、市ホー
ムページ（「暮らしの情報」の「健康」
内）をご覧ください。

6 月の献血
と　き

６月14日（水）
10時～ 11時30分
12時30分~15時　

ところ（問い合わせ先）
三次小学校
三次小学校

☎0824-62-2201
三次シニアライオンズクラブ
☎0824-66-1390

●対 象 者　三次市民
●と　　き　 第1期  ５月18日（木）　　 第2期  ５月23日（火）
※いずれも10時～16時　※第１期と第２期の内容は同じです。
●と こ ろ　みよしまちづくりセンター　ぺぺらホール
●内　　容　 ノルディック・ウォーキングの基礎知識や実技、

ウォーキングコース作成の注意点などを学ぶことが
できます。

●申込期限　 第１期、第２期いずれも前日正午までに電話でお申
込みください。
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問 高齢者福祉課高齢者福祉係　☎0824-62-6145　 0824-62-6285

認知症簡易チェックサイトを
ご活用ください

　① 「これって認知症？（ご家族・介護者向け）」では、身近な人の状態がチェックできます。
　② 「わたしも認知症？（本人向け）」では、ご自身の状態をチェックできます。
　 チェック終了後は、簡易的な結果とあわせて相談先が表示されます。
■ご利用にあたって
　◦利用料は無料です。（通信料は自己負担）
　◦個人情報の入力は不要です。

申・問 高齢者福祉課介護保険係　☎0824-62-6387　 0824-63-2809

シリーズ
第  　 回61 み ん な の 介 護 保 険

市では、介護人材のスキルアップと確保および定着を図るため、介護職員研修受講費用の一部
を補助します。

●対象となる研修　◦介護職員初任者研修　　◦介護職員実務者研修
●対象者（次のいずれにも該当する方）
　◦市内に住所を有する方
　◦ 平成29年４月１日以降に実施された研修を修了し、研修修了時点で既に介護職員として介

護事業所などで就労しており（雇用契約を締結していること）、その就労期間が３カ月を経
過している方、または、研修修了後に介護事業所などへ新たに就労し、就労期間が３カ月を
経過した方

　◦本人または同一世帯員が市税、料を滞納していない方
●補助金額
　研修に係る受講費用（受講料、実習費、テキスト代）の２分の１以内
　

●対象となる介護事業所など　介護保険法に規定する指定事業所、施設

介護職員研修受講費用の一部を補助します

物忘れ相談プログラムを使った
認知症予防相談

と　き　６月５日（月）10時～12時
と ころ　 三次市福祉保健センター４階 

相談室
対 象者　 40歳以上の市民で要介護認定を

受けていない方
申 　込　 ６月２日（金）までに電話で予約し

てください。
申・問　健康推進課健康推進係
　☎0824-62-6257　 0824-62-6382

検 索

※上限額　初任者研修30,000円　実務者研修50,000円　　
※ 他の機関などから、その研修の受講費用について補助金などを受けている場合は、受けた補助金などの金額を受講費用から除いた

額の２分の１以内で補助金額の上限額以内

■ 「認知症」は、早く気づいて適切な対応や治療を
行うことで、症状が改善され進行を緩やかにす
ることができます。早期発見のために認知症の
チェックをしてみませんか。

■ 認知症簡易チェックサイトには、「これって認知
症？」「わたしも認知症？」の２つのサイトがあり、
パソコンや携帯電話、スマートフォンで簡単に認
知症チェックができます。

　◦ 医学的診断をするものではありません。結果にかかわらず、心配のある方は
早目にご相談ください。

　◦インターネットからは、「三次市認知症チェックサイト」で検索してください。
　◦ 携帯電話のバーコード読み取り機能をお持ちの方は、右のＱＲコードを読み

取ってください。
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問 健康推進課健康企画係　☎0824-62-6232　 0824-62-6382

減塩の合言葉… 「健
けん

塩
えん

」
塩の摂りすぎは高血圧を引きおこし、 心疾患などの生活習慣病を招くと

されています。 減塩でもおいしく食べることができる野菜たっぷりの料理を
紹介します。 ぜひ家庭で作ってみてください♪

気
に
な
る
料
理
は
切
り
取
っ
て
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

新じゃが���������������� 小４個（200g）
玉ねぎ��������������� ２分の１玉（100g）
ベーコン��������������������� 2枚
　　ケチャップ���������������� 大さじ2
A　酒 �������������������� 大さじ1
　　こしょう������������������ 少々
サラダ油��������������� 大さじ２分の１
パセリ��������������������� 適宜

材料（４人分）

作り方（約10分）
①��新じゃがは食べやすいくし型に切り、水にさらす。皿
にのせて、ラップをして電子レンジで３分加熱する。

②�玉ねぎは薄切り、ベーコンは食べやすい大きさに切る。
③�フライパンにサラダ油を熱し、①と②を炒める。
④�Ａで調味し、好みで刻んだパセリを散らす。
※もう少し「健塩」という方はベーコンを豚肉に

健塩のワンポイント！
ケチャップは「うま味」「甘み」「酸味」「香り」「塩味」がそろった味のバランスが良い調味料です。また、
昆布と同じうま味成分「グルタミン酸」が豊富に含まれています。濃口しょうゆの食塩相当量が大さじ１で
2.6gに対してケチャップは0.5gです。
※ 肉じゃがのしょうゆ半量をトマトケチャップで置き換えてもおいしいですよ♪

1日の食塩摂取目標量は
男性８g未満、
女性７g未満です

食育担当“下野さん”がおすすめする上 手 に 減 ら し て
お い し く 食 べ て
健 康 に な ろ う ！今月の料理

キ　
リ　
ト　
リ　
線

新じゃがのケチャップ炒め（1人分の食塩相当量0.45ｇ）

シリーズ No.2

お弁当にもぴ
ったり！しっかり

味で

健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）
相　談 と　　き と　こ　ろ そ　の　他 申し込み・問い合わせ先

エイズ検査・相談
5月25日（木）

受付時間
13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎

第３庁舎）
三次市十日市東

4-6-1

検査は無料・匿名で受けられます。
結果はその日にお知らせできます。
相談は随時実施しています。

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。
広島県北部保健所
保健課保健対策係
☎0824-63-5181㈹
 （内線3342、3343）

0824-63-5190
※ 電話をお使いになれない場合は

FAXでお申し込みください。
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平成29年度放課後児童クラブ
夏休みの入会申し込みを受け付けます

●市の窓口に申し込みが必要な放課後児童クラブ（運営主体：三次市）
小学校区 名　　称 開設場所

三　次 三次小学校放課後児童クラブ 三次小学校内

十日市※

十日市第１放課後児童クラブ

十日市こども集会所
十日市第２放課後児童クラブ

十日市第３放課後児童クラブ

十日市第４放課後児童クラブ

八　次※

八次第１放課後児童クラブ 八次児童館

八次第２放課後児童クラブ 八次集会所内

八次第３放課後児童クラブ 三次総合卸センター内

八次第４放課後児童クラブ 八次児童館

八次ふれあい放課後児童クラブ 八次小学校内

神　杉 神杉小学校放課後児童クラブ 神杉小学校体育館内

酒　河 酒河放課後児童クラブ 旧酒屋保育所内

和　田 和田放課後児童クラブ 旧JA和田出張所内

吉　舎 吉舎放課後児童クラブ 吉舎児童館

三良坂 三良坂放課後児童クラブ 三良坂農村ふるさとセンター内

三　和 三和小学校放課後児童クラブ 三和小学校内

甲　奴 甲奴放課後児童クラブ 甲奴こども集会所
※十日市、八次小学校区の児童クラブは、希望クラブを選択することができません。

　希望する方は、子育て支援課・各支所にある申込書に必要事項を記入し、
関係書類を添えて提出してください。
●受付場所　子育て支援課または各支所
●受付期限　５月31日（水） ※土日・祝日を除く、８時30分～ 17時15分

放課後児童クラブとは…
保護者が就労などで昼間家庭にいない小学生を対象に、放課後や土曜日、春･夏･冬休みなどの学校
休業日に、家庭に代わる生活の拠点として遊びを中心とした活動を行い、安全で心身ともに健全に
育つための支援を行う場です。

【注】必ず期限内にお申し込みください。期限を過ぎて提出された方は、入会の決定が遅れます。申し込み多数の場
合は、１～３年生までの児童が優先となります。

※入会審査時点で、すでに入所定員を満たしている児童クラブについてはお断りする場合があります。

問 子育て支援課保育係　☎0824-62-6147　 0824-62-6300
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行事名 と　き ところ 対　象 内容など 申し込み・問い合わせ先

離乳食講座
６月６日（火）

13時30分

～

15時30分

三次ふれあ
い会館１階
調理実習室

５カ月頃～１8
カ月頃までの
乳幼児を子育
て中の保護者

みんなで一緒に離乳食を作りながら、
楽しく交流しましょう! 10人で締め切
ります。
・託児を行いますので、ご希望の方は

お知らせください。
・申込締切　５月30日㈫

健康推進課健康企画係
☎0824-62-6232

0824-62-6382

子育て相談
６月８日（木）

9時30分

～

10時30分

三次市福祉
保健センター

4階
乳幼児と
その保護者

身体計測、離乳食、食事、歯とお口、
育児のことなど、気軽にご相談くだ
さい。

健康推進課健康推進係
☎0824-62-6257

0824-62-6382

行事のお知らせ

問 ㈱小学館集英社プロダクション
 　〒541-0047
　 大阪市中央区淡路町4-4-11
　 アーバネックス淡路町ビル２階採用M係
 　☎（06）6206-0003（担当：深田）

●事　　業：保育所運営（勤務地：東光保育所、十日市保育所、愛光保育所）
●職　　種：保育士（正社員・パート）、調理員（正社員・パート）、事務員（パート）
　　　　　　※勤務地は施設によって募集状況が異なるため、要相談
●給　　与：正社員（保育士）172,000円～ 185,000円
　　　　　　正社員（調理員）162,000円～ 175,000円
� 〔経験給導入、賞与（年２回）および一時金（年１回）有り〕
　　　　　　パート850円～ 910円〔経験給導入、一時金（年３回）有り〕
●勤務時間：シフト制　４～８時間／日（週２～５日勤務可能な方）
●休　　日：日曜・祝日、12/29 ～１/３　※応相談
●資　　格：保育士免許（幼稚園教諭免許可）
●待　　遇：有給休暇、労災保険、雇用保険・社会保険（勤務時間による）、
　　　　　　健康診断費用全額負担
●応　　募：�電話連絡後、履歴書（写真付）を郵送してください。書類選考のうえ、面接

日を連絡します。

東光保育所・十日市保育所・愛光保育所
お子様の人数増加に伴い職員大募集！

広告

申・問 女性活躍支援課育児支援係　☎0824-62-6148　 0824-62-6300

子どもの才能を開花させるために親が心がけるべきことは？
●と　き　６月24日（土）10時～11時30分
●ところ　十日市コミュニティセンター２階　講座室
●講　師　（一社）倫理研究所 　田中コトミさん
●参加費　200円（テキスト・お菓子代）　※託児あり

第７回（通算36回）
ふわりん　子育てセミナー 「子どもの才能　個性の伸ばし方」

問 家庭倫理の会三次市　☎080-1912-0740（井上）

子育てサポート事業は、育児の援助を受けたい人（おねがい会員）と応援したい人（まかせて会
員）が子育てを助け合う相互援助活動です。子育ての協力をしたい方は、ぜひご参加ください。
●と　　き　５月30日（火）９時30分～12時
●と こ ろ　三次市福祉保健センター４階　研修室　※託児あり（要申込）

●対　　象　三次市に住所があり子育ての支援がしたい方
●申込期限　５月25日（木）

三次市子育てサポート事業
まかせて会員講習会を開催します
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informationお 知 ら せ

問 農業委員会事務局　☎0824-62-6193　 0824-64-0172

《農業委員の主な業務》
◦農業委員会総会における農地の権利移動・転用の許可等の審議、決定、現地調査など

《推進委員の主な業務》
◦ 担い手への農地の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進等に係る現地調査、

指導など　※これらの業務や農家からの相談対応などに農業委員と推進委員が連携して取り組みます。

新しい農業委員と推進委員が決まりました

　農業委員会では、従来からの農地の権利移動等に関する許可等の業務に加え、新たに農地利用の最適
化に取り組みます。

《農業委員》�
担当地区 名　前 担当地区 名　前 担当地区 名　前 担当地区 名　前

三次 池
いけ

本
もと

　秀
ひで

雄
お 酒屋 箕

みの
田
だ

　英
ひで

紀
き 田幸 橋

はし
本
もと

　正
せい

二
じ 吉舎 有

あり
重
しげ

　　貢
みつぎ

河内 近
こん

藤
どう

　幸
さち

惠
え 青河 廣

ひろ
瀬
せ

　勝
かつ

秀
ひで 川西 平

ひら
田
た

　真
しん

一
いち 三良坂 藤

ふじ
川
かわ

　範
のり

雄
お

粟屋 平
ひら

尾
お

　敏
とし

之
ゆき 川地 西

にし
田
だ

　峯
みね

雄
お 君田 向

むか
井
い

　泰
やす

治
はる 三和 桃

もも
田
だ

　義
よし

文
ふみ

十日市 寺
てら

重
しげ

　茂
しげ

晴
あき 和田 林

はやし
　　敏

とし
明
あき 布野 大

おお
前
まえ

万
ま

寿
す

美
み 甲奴 田

たむ
村
ら

　弘
ひろ

文
ふみ

八次 上
うえ

田
だ

　憲
のり

昭
あき 神杉 福

ふく
田
だ

　博
ひろ

之
ゆき 作木 橋

はし
本
もと

　洋
よう

資
すけ

　改正された農業委員会法に基づき、推薦・応募のあった方の中から、農業委員および農地利用最適
化推進委員（推進委員）が任命・委嘱されました。任期は、平成 29 年４月１日から３年間です。また、
４月３日に開催した第１回総会において、次のように会長等が決まりました。
会長　橋

はし
本
もと

　洋
よう

資
すけ

　　　会長職務代理者　箕
みの

田
だ

　英
ひで

紀
き

担当地区 名　前

三次北
（三次、河内、粟屋）

山
やま

田
だ

　武
たけ

行
ゆき

國
くに

岡
おか

　廣
ひろ

喜
き

三次中
（十日市、八次、酒屋）

吉
よし

永
なが

　宣
せん

司
じ

波
は

多
た

野
の

俶
しゅく

子
こ

松
まつ

田
だ

　國
くに

登
と

三次西
（青河、川地）

藤
ふじ

岡
おか

　一
かず

興
おき

大
おお

石
いし

　忠
ただ

義
よし

三次東
（和田、神杉、田幸、
川西）

田
た

島
しま

　哲
てつ

二
じ

戸
と

田
だ

　　恵
めぐみ

千
せん

﨑
ざき

　一
いち

郎
ろう

棚
たな

多
だ

　秀
ひで

子
こ

一　般

道
路
の
異
常
に
関
す
る

情
報
提
供
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に

安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
、
道
路
の
異
常

（
穴
ぼ
こ
・
道
路
側

溝
蓋
の
破
損
・
落
下

物
・
落
石
等
）を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

土
木
課
ま
た
は
各
支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問 

土
木
課
維
持
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
５
６

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
６
６

穴ぼこ

平成30年度　職員募集

広告

（応募資格：大学・短大・専門学校を平成30年３月卒業見込の
方および平成28年３月以降に大学を卒業された方）
■採用についてのお問い合わせ先
　広島みどり信用金庫　総務部 人事課
　〒727-0013　広島県庄原市西本町三丁目１番８号
　☎0824-72-1151 ☎0120-301-865（携帯電話からもOK）
※エントリー表は当金庫ＨＰより取得できます。
　http://www.shikin.co.jp/midori/

担当地区 名　前

君田 小
お

田
だ

　弘
ひろ

喜
き

林
はやし

　　昌
しょう

子
こ

布野 福
ふく

岡
おか

　敏
とし

行
ゆき

平
ひら

岡
おか

　幸
こう

嗣
じ

作木 山
やま

口
ぐち

　勝
かつ

則
のり

三
み

上
かみ

百
ゆ り

合江
え

吉舎
樋
ひ

之
の

元
もと

和
かず

彦
ひこ

松
まつ

浦
うら

　正
まさ

法
のり

藤
ふじ

村
むら

　裕
ひろ

明
あき

三良坂 河
かわ

本
もと

　研
けん

二
じ

小
こ

河
ご

内
うち

　勇
いさむ

担当地区 名　前

三和

加
か

藤
とう

　光
みつ

則
のり

兒
こ

玉
だま

　千
ち

秋
あき

中
なか

川
がわ

　　極
きわむ

横
よこ

田
た

　和
かず

彦
ひこ

甲奴
中
なか

間
ま

谷
や

静
しず

昭
あき

福
ふく

重
しげ

　弘
ひろ

美
み

前
まえ

原
はら

　　健
けん

《推進委員》

（敬称略）
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一 

般

補
助
・
支
援

福 

祉

医
療
保
険

募 

集



◦ 

駐
車
場
や
個
人
の
敷
地
内
を
照
ら
す
も

の
、営
利
行
為
の
も
の
は
対
象
外

◦ 

工
事
費
用
に
は
防
犯
灯
設
置
に
必
要
な

申
請
手
数
料
等
も
含
む

● 

補
助
金
額　

防
犯
灯
１
灯
当
た
り
工

事
費
用
の
２
分
の
１（
上
限
３
万
円
、

１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

● 

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
と
添
付
書

類（
①
工
事
見
積
書
②
位
置
図
③
工
事

前
写
真
④
電
力
会
社
が
発
行
す
る
工
事

票
の
写
し
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
１
６

　

０
８
２
４

－

６
２

－

２
９
５
１

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
免
許
自
主
返
納
を

支
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通

事
故
防
止
と
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
65
歳
以
上
の
方
が
運
転
免
許
証

を
自
主
的
に
返
納
さ
れ
た
場
合
の
支
援
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
制
度
内
容
の
一
部
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

※
自
主
返
納
と
は
…
有
効
期
間
内
の
運
転
免
許
証
を
返

納
す
る
こ
と
で
す
。
す
で
に
失
効
し
た
運
転
免
許
証

は
自
主
返
納
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
る
方

◦ 

運
転
免
許
証
返
納
時
に
市
内
に
住
民
登

録
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

自動車税は
５月31日までに納めましょう

自動車税に関する問い合わせ先
　広島県北部県税事務所
　　☎0824-63-5181
　　内線3133・3134・3135

納税は、金融機関・コンビニのほか、口座振替・
電子納付・インターネットを利用したクレジット
納付が利用できます。
詳しくは広島県のホームページの「県税のペー
ジ」をご覧ください。

補
助
・
支
援

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　
防
犯
施
設
の
整
備
促
進
な
ど
を
目
的
に
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
に
要
す
る
工
事
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

● 

対　
象　
市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
団

体
が
行
う
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
新
設
や

蛍
光
管
等
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
管
球
へ
の
取

り
替
え

◦ 

公
道
な
ど
不
特
定
多
数
の
通
行
利
用
が

あ
る
場
所
へ
の
設
置
が
対
象

軽
自
動
車
税
の
減
免

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
な
ど
が
使
用
す

る
軽
自
動
車
等
は
、
申
請
す
る
と
軽
自
動

車
税
が
減
免（
１
台
の
み
）に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
注
】普
通
自
動
車
で
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

●
減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
等

① 

身
体
障
害
者
お
よ
び
戦
傷
病
者
が
自
ら

使
用
す
る
軽
自
動
車
等

② 

身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、
知
的
障
害

者
お
よ
び
精
神
障
害
者（
以
下「
身
体

障
害
者
等
」）と
生
計
を
一
に
す
る
方

が
身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
使
用
す
る

軽
自
動
車
等

③ 

身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
の
身
体
障
害
者
等
を
、
常
時
介
護
す

る
方
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
等

④ 

車
い
す
移
動
車
等
、
身
体
障
害
者
等
が

利
用
す
る
た
め
、
特
別
な
仕
様
で
つ
く

ら
れ
た
軽
自
動
車
等

※
減
免
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
す

る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
社
会
福
祉
法
人
等
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
に
つ
い
て

も
、用
途
に
応
じ
て
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

①
身
体
障
害
者
手
帳
等

②
運
転
免
許
証（
運
転
者
の
も
の
）

③ 

本
人
確
認
書
類（
該
当
車
両
の
納
税
義

務
者
の
も
の
）

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
あ
る
場
合

◦
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
両
面
の
写
し

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
な
い
場
合

◦
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の
写
し

◦ 

本
人
確
認
書
類
の
写
し（
運
転
免
許
証

な
ど
顔
写
真
付
き
の
も
の
の
場
合
は
１

種
類
、
顔
写
真
付
き
で
な
い
も
の
の
場

合
は
健
康
保
険
証
や
社
員
証
な
ど
２
種

類
）

④
納
税
通
知
書（
平
成
29
年
度
分
）

⑤
印
鑑

●
申
請
窓
口

　
課
税
課
市
民
税
係
ま
た
は
各
支
所

●
申
請
期
限　
平
成
29
年
５
月
31
日（
水
）

【
注
】期
限
後
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早

目
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 
課
税
課
市
民
税
係

　
☎
０
８
２
４

－
６
２

－
６
１
２
２

　

０
８
２
４

－
６
２

－

６
３
４
５

個
人
事
業
者
の
方
へ

「
消
費
税
」任
意
の

中
間
申
告
制
度

　
平
成
28
年
分
の
確
定
消
費
税
額（
地
方

消
費
税
額
を
含
ま
な
い
年
税
額
）が
48
万

円
以
下
の
事
業
者
の
方
は
、「
任
意
の
中

間
申
告
書
を
提
出
す
る
旨
の
届
出
書
」を

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
た
場

合
、
自
主
的
に
中
間
申
告
・
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
提
出
期
限　
平
成
29
年
6
月
30
日（
金
）

※
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
方
は
、
期
限
内
納
付
の
た

め
に
納
税
資
金
の
積
み
立
て
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

三
次
税
務
署

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

２
７
２
１
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般
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祉

募 
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医
療
保
険

補
助
・
支
援



◦ 
有
効
期
間
内
の
運
転
免
許
証
を
警
察
に

自
主
返
納
し
た
方

●
支
援
内
容　
次
の
い
ず
れ
か
１
つ

◦ 

三
次
市
民
バ
ス
等
の
無
料
利
用
者
証

（
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
）

◦ 

2
万
円
相
当
の
広
島
県
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド「
パ
ス
ピ
ー
」

◦ 

2
万
円
相
当
の
市
内
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
券（
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
）

●
申
請
の
流
れ

　
手 

順
１　
三
次
警
察
署
等
で
本
人
が
運

転
免
許
証
の
返
納
手
続
き

　
　

 「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通

知
書
」を
受
け
取
る
。

　
手 

順
２　
定
住
対
策
・
暮
ら
し
支
援
課

ま
た
は
各
支
所
で
支
援
事
業
の
申
請

手
続
き

《
支
援
事
業
の
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
》

　

 「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
」と
認
印

※
代
理
の
方
で
も
申
請
で
き
ま
す
。
代
理
の
方
の
運
転

免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
上
の
注
意

◦ 

申
請
可
能
期
間
は
、
自
主
返
納
し
て
か

ら
３
カ
月
以
内
で
す
。

◦
支
援
は
１
回
限
り
で
す
。

問 

定
住
対
策
・
暮
ら
し
支
援
課

　
☎
０
８
２
４

－
６
２

－
６
１
２
９

　

０
８
２
４

－
６
２

－

６
２
３
５

※
運
転
免
許
証
の
返
納
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
三
次
警
察
署
交
通
課〔
☎
０
８
２
４

－

６
４

－

０
１
１
０
〕に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

耐
震
性
を
満
た
し
て
い
な
い
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
費
用
を

補
助

　
大
規
模
地
震
が
多
発
し
、
多
く
の
方
が

倒
壊
し
た
建
物
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
制

度
を
活
用
く
だ
さ
い
。

● 

対　
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅（
戸
建
、長
屋
、

併
用
住
宅
）

● 

補
助
金
額　
耐
震
診
断
費
の
３
分
の
２

以
内（
上
限
６
万
円
）

　

 

耐
震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
１
以
内

（
上
限
40
万
円
）

【
注
】耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
の
い
ず
れ
も
、
平

成
30
年
３
月
30
日（
金
）ま
で
に
完
了
す
る
こ
と

申
・
問 

都
市
建
築
課
建
築
指
導
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
３
８
５

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
６
６

体
験
活
動
を
補
助
し
ま
す

青
少
年
の
体
験
活
動
経
費

　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
青
少
年（
小
学

生
以
上
お
お
む
ね
18
歳
以
下
の
方
）が
参

加
す
る
体
験
活
動
等
を
行
う
団
体
に
対
し

て
、活
動
経
費
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助

し
ま
す
。

●
対　
象

　
団
体
の
構
成
員
の
半
数
以
上
が
市
内
に

居
住
し
、
青
少
年
の
体
験
活
動
に
自
主
的

に
取
り
組
む
団
体

※
た
だ
し
、
市
か
ら
他
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い

る
団
体
を
除
き
ま
す
。

危
険
な
建
物
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、補
助
制
度

を
活
用
く
だ
さ
い

が
け
地
近
接
区
域
の
住
宅
移
転
費
用
を
補
助

　
が
け
地
の
崩
壊
等
に
よ
る
自
然
災
害
の

お
そ
れ
の
高
い
土
地
か
ら
、
住
宅
を
移
転
さ

れ
る
場
合
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

● 

対　
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
区
域
に
あ

り
、
区
域
に
指
定
さ
れ
る
前
に
建
設
さ

れ
た
住
宅

◦ 

が
け
条
例
建
築
制
限
区
域（
広
島
県
建

築
基
準
法
施
行
条
例
第
４
条
の
２
）

◦ 
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域（
土
砂
災
害

防
止
法
第
８
条
）

◦ 

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域（
急
傾
斜
地

法
第
３
条
）

●
補
助
金
額

　
除
却
費　
上
限
80
万
２
千
円

　

住
宅
建
設（
購
入
を
含
む
）借
入
金
の

利
子
相
当
額（
建
物
上
限
３
１
９
万
円
、

土
地
上
限
96
万
円
）

空
き
家
の
除
却
工
事
費
用
を
補
助

　
老
朽
化
し
て
近
隣
や
道
路
に
被
害
を
与

え
る
お
そ
れ
が
あ
る
空
き
家
の
除
却
工
事

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

● 

対　
象　
市
の
認
定
を
受
け
た
空
き
家

（
申
請
が
必
要
）

● 

補
助
金
額　
除
却
工
事
費
の
３
分
の
１

以
内（
上
限
30
万
円
）

【
注
】除
却
工
事
は
補
助
金
交
付
決
定
後
に
着
工
し
、

平
成
30
年
２
月
28
日（
水
）ま
で
に
完
了
す
る
こ
と

●
対
象
活
動

　
市
内
全
域
の
青
少
年
が
参
加
で
き
る
よ

う
広
く
募
集
を
行
う
体
験
活
動
で
、
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
に
終
了
す
る
活
動

●
申
請
方
法

　
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出

●
申
請
期
限　
５
月
30
日（
火
）

申
・
問 

文
化
と
学
び
の
課
文
化
学
習
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
４

－

０
０
９
２

　

０
８
２
４

－

６
４

－

０
０
６
７

福
　
祉

三
次
市
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
案
内

「
や
ま
な
み
カ
フ
ェ
」を
開
催
し
ま
す

　
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
や
ま
な
み
」

は
、
病
気
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
当
事

者
同
士
で
活
動
し
た
り
、
悩
み
を
分
か
ち

合
う
互
助
団
体
で
す
。
昨
年
に
続
き
、
ど
な

た
で
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
る
カ
フ
ェ

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と　
き

　
６
月
６
日（
火
）13
時
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
サ
ン
グ
リ
ー
ン（
２
階
催
し
物
広
場
）

南
部
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ

　

南
部
３
町（
三
良
坂
・
吉
舎
・
甲
奴
）

の
病
気
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
、
ホ
ッ

と
で
き
る
場
と
し
て
、
ま
た
同
じ
悩
み
を
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※
郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
左
下
に
赤
字
で
希

望
職
種
お
よ
び「
受
験
案
内
・
申
込
書
請
求
」と
書

き
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４
版
の
返
信
用
封

筒（
返
信
先
を
明
記
）を
同
封
し
て
送
付
の
こ
と

応
募
・
問 

総
務
課
職
員
係

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
2
‐
８
‐
１

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
０
５

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
３
７

三
次
市
行
財
政
改
革
推
進

審
議
委
員
会
委
員
募
集

　
市
で
は
、
健
全
な
財
政
運
営
と
効
率
的

な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、「
三
次

市
行
財
政
改
革
推
進
審
議
委
員
会
」を
設

置
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、新
た
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
委
員
数　
若
干
名

●
応
募
資
格

　

 

18
歳
以
上
の
三
次
市
民
で
、
市
の
行
財

政
改
革
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
、
平
日

の
昼
間
に
開
催
す
る
委
員
会
に
出
席
で

き
る
方

●
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

● 

委
員
報
酬　
委
員
会
に
出
席
さ
れ
た
場

合
に
市
の
規
定
に
よ
り
支
給

● 

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
提
出

※ 

応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
企
画
調
整
担
当（
東
館
３
階
）お

よ
び
各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
手
続
き
の
窓
口

　
市
民
課
保
険
年
金
係
ま
た
は
各
支
所

問 

市
民
課
保
険
年
金
係

　
☎
０
８
２
４

－
６
２

－

６
１
３
４

　

０
８
２
４

－

６
３

－

２
８
０
９

募
　
集

三
次
市
職
員
採
用
資
格

試
験（
医
療
職
）

●
採
用
職
種　
看
護
師
・
助
産
師

●
勤
務
場
所　
市
立
三
次
中
央
病
院

●
受
験
資
格（
詳
細
は
受
験
案
内
を
参
照
）

　

 

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
有

資
格
者
で
、
平
成
29
年
10
月
１
日
ま
で

に
採
用
が
可
能
な
人

●
採
用
予
定
人
員　
５
人
程
度

●
採
用
予
定
時
期

　
平
成
29
年
10
月
１
日
ま
で
に
随
時
採
用

●
応
募
締
切　
５
月
26
日（
金
）

●
試
験
日　
６
月
４
日（
日
）

●
試
験
科
目　
小
論
文
・
面
接

●
受
験
案
内
・
申
込
書
の
入
手
方
法

◦ 
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
ま
た
は
市
立
三

次
中
央
病
院
で
受
け
取
れ
る
ほ
か
、
郵

送
に
よ
り
請
求
で
き
ま
す
。
ま
た
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

抱
え
る
者
同
士
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
、

２
カ
月
に
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

気
軽
に
参
加
し
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
６
月
22
日（
木
）

　
13
時
30
分
～
15
時

●
と
こ
ろ　
吉
舎
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

●
内　
容　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

● 

申
込
方
法　
６
月
20
日（
火
）ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

統
合
失
調
症
の
方
の
家
族
学
習
会

　
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族
を
対
象
に
、

病
気
の
理
解
や
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学
習

し
ま
す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
者
同
士
で
、

気
軽
に
集
っ
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
６
月
８
日（
木
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

● 

と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階　
活
動
交
流
室

●
内　
容　
成
年
後
見
制
度
の
勉
強
会

● 

講　
師　
平
岡
社
会
福
祉
士
事
務
所　

平
岡
社
会
福
祉
士

●
参
加
費　
１
０
０
円（
お
茶
代
）

● 

申
込
方
法　

必
ず
６
月
６
日（
火
）ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

障
害
者
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

「
わ
か
ち
あ
い
の
集
い
」

　
こ
の
集
い
は
、
病
気
や
障
害
等
の
方
を

対
象
に
月
に
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加

者
が
み
ん
な
に
聞
い
て
み
た
い
テ
ー
マ
を

出
し
合
い
、
思
い
を
話
し
合
い
ま
す
。
言

い
っ
ぱ
な
し
、聞
き
っ
ぱ
な
し
の「
集
い
」

で
す
。
初
め
て
の
方
も
気
楽
に
集
っ
て
、

交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き　
６
月
17
日（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
２
階　
活
動
交
流
室

 

申
・
問 

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
２
４

－

６
５

－

１
１
３
１

　

０
８
２
４

－

６
５

－

１
１
３
２

医
療
保
険

み
ん
な
の
医
療
保
険

職
場
か
ら
保
険
証
を
受
け

取
っ
た
と
き
は
届
出
を
！

　
会
社
な
ど
に
勤
め
始
め
、
新
た
に
職
場

か
ら
健
康
保
険
の
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
届

出
が
必
要
で
す
。

●
脱
退
の
手
続
き
を
し
な
い
と
…

　
職
場
の
健
康
保
険
と
国
民
健
康
保
険
の

両
方
に
加
入
し
て
い
る
状
態
に
な
り
、
健

康
保
険
の
保
険
料
に
加
え
て
国
民
健
康
保

険
税
が
請
求
さ
れ
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
①
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
証
＊

　
②
国
民
健
康
保
険
証
＊

　
③
印
鑑

＊
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
方
全
員
の
保
険
証（
扶
養
の

方
も
含
む
）
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〒
７
２
８
‐
０
０
１
１

　
三
次
市
十
日
市
西
６
‐
２
‐
1

　
☎
０
８
２
４

－
６
３

－

４
１
２
１（
代
）

　

０
８
２
４

－
６
３

－

３
１
３
２

　

info-m
iyoshi@

cgr.m
lit.go.jp

広
島
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

●
試
験
日　
10
月
８
日（
日
）10
時
～
12
時

●
試
験
会
場　
広
島
大
学

● 

受
験
申
込
書
の
入
手
方
法　
６
月
２
日

（
金
）か
ら
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
、
三

次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
り

で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限　
６
月
27
日（
火
）

●
申
込
方
法　
必
要
書
類
を
簡
易
書
留
に

よ
る
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
最
終
日
ま
で
の
消
印
有
効

申
・
問 

〒
７
３
２
‐
０
８
１
６

　
広
島
市
南
区
比
治
山
本
町
12
‐
２

 

（
広
島
県
社
会
福
祉
会
館
内
）

　
社
会
福
祉
法
人
広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
８
２

－

５
０
５

－

２
０
７
０

「
マ
ン
マ
講
座
」参
加
者
募
集

　
「
マ
ン
マ
講
座
」は
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
体
験
型
食
育
講
座
で
す
。
子
ど
も
を

抱
っ
こ
し
て
、
お
ん
ぶ
し
て
キ
ッ
チ
ン
に

入
り
ま
し
ょ
う
！ 
簡
単
野
菜
料
理
を
マ

ス
タ
ー
し
て
、
生
活
習
慣
病
を
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
！ 

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　
６
月
５
日（
月
）

※
締
切
日
の
消
印
有
効
。

●
選
考
方
法　
書
類
選
考
の
う
え
決
定

応
募
・
問 
政
策
部
企
画
調
整
担
当

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
１
５

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
３
７

三
次
市
子
ど
も
の
未
来
応
援

宣
言
策
定
市
民
会
議
委
員
募
集

　
市
で
は
、
三
次
市
で
生
ま
れ
育
つ
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
全
力
で

応
援
す
る
た
め
、「
三
次
市
子
ど
も
の
未

来
応
援
宣
言
策
定
市
民
会
議
」を
設
置
し
、

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
三
次
市
子
ど
も
の

未
来
応
援
宣
言
の
策
定
に
つ
い
て
関
心
の

あ
る
方
の
積
極
的
な
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
募
集
委
員
数　
若
干
名

● 

応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
三
次
市
民
で
、

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加

で
き
る
方

● 

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で

● 

委
員
報
酬　
会
議
に
出
席
さ
れ
た
場
合

に
、市
の
規
定
に
よ
り
支
給

● 

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
で
提
出

※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
企
画
調
整
担
当（
市
役
所
東
館
３

階
）お
よ
び
各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
締
切　
６
月
５
日（
月
）　

※
締
切
日
の
消
印
有
効
。

●
選
考
方
法　
書
類
選
考
の
う
え
決
定

応
募
・
問 

政
策
部
企
画
調
整
担
当

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
１
５

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
１
３
７

河
川
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

●
募
集
人
員　
若
干
名

●
任　
期　
７
月
１
日（
土
）～

 

平
成
30
年
６
月
30
日（
土
）

●
対　
象（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

◦ 

河
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛

護
に
関
心
を
持
つ
満
20
歳
以
上
の
方

◦ 

活
動
範
囲
か
ら
、
概
ね
５
㎞
以
内
に
居

住
の
方

◦ 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
河
川
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方

●
主
な
活
動
内
容

　
日
常
生
活
の
中
で
の
川
に
関
す
る
身
近

な
情
報（
川
の
環
境
、
堤
防
の
損
傷
、
地
元

の
意
見
等
）を
河
川
管
理
者
に
伝
え
る
こ
と

※
す
べ
て
任
意
の
活
動
で
、
活
動
に
義
務
を
求
め
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
活
動
範
囲　
江
の
川
、
馬
洗
川
、
西
城

川
、
神
野
瀬
川
、
灰
塚
ダ
ム
の
三
次
河
川

国
道
事
務
所
管
理
区
間
内

●
手
当
等　
支
給
な
し

● 

応
募
方
法　
三
次
河
川
国
道
事
務
所
に

あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出

※
応
募
用
紙
は
、
三
次
河
川
国
道
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
応
募
期
限　
６
月
20
日（
火
）必
着

応
募
・
問 

国
土
交
通
省
三
次
河
川
国
道
事

務
所
占
用
調
整
課

広報みよし5月号　173×55

永代供養
いたします

宗旨宗派は
問いません
宗旨宗派は
問いません

［ 事 業 主 ］
浄土真宗本願寺派 宝池山源光寺
〒728-0022  広島県三次市西酒屋町甲156
TEL 0824- 63- 5906   

［お問い合わせ・資料請求先］

源光寺 びおらの丘事務局
〒731-1533 広島県山県郡北広島町有田593-1A103

 　0120-947-813
受付時間／9：00～18：00  月～土（日・祝除く）

www. genkouji .com

［個別埋葬型公園墓地］
広 と々した敷地に個別に埋葬
借用志納金 32万円

［合同埋葬型樹林墓地］
樹木のもとに故人を埋葬
借用志納金 15万円

前日までにご予約ください。
ご希望の方は送迎も致します。
前日までにご予約ください。
ご希望の方は送迎も致します。

樹 木 葬
「びおらの丘」

5・6月は毎週土・日
現地見学会開催10：00～　15：00

広告
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「
三
次
市
俳
句
・

 

短
歌
大
会
運
営
委
員
会
」宛

※
開
催
要
項
は
、
三
次
市
民
ホ
ー
ル
き
り
り
、
三
次
市

役
所
本
庁
お
よ
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

● 

相
互
選
の
作
品
集
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

92
円
切
手
を
貼
付
し
た
封
筒（
長
形
３

号
12
㎝
×
23
・
5
㎝
）を
出
品
時
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

俳
句
・
短
歌
大
会

●
と　
き　
７
月
９
日（
日
）12
時
～

● 

と
こ
ろ　

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー　
ペ
ペ
ら
ホ
ー
ル

「
美
術
展
」作
品
募
集

● 

出
品
資
格　
三
次
市
に
在
住
・
勤
務
す

る
方
、三
次
市
文
化
連
盟
会
員

●
出
品
規
定

【
絵
画
の
部
】日
本
画
・
洋
画
・
水
墨
画
・

デ
ザ
イ
ン
・
そ
の
他

【
書
の
部
】
漢
字・仮
名・総
合・そ
の
他

【
写
真
の
部
】四
つ
切
り
以
上
全
倍
ま
で

【
工
芸
の
部
】陶
芸
・
木
竹
工
・
染
色
・

友
禅
染
・
彫
刻
・
彫
塑
・
版
画
・
ち
ぎ

り
絵
・
七
宝
焼
・
押
し
花
・
シ
ャ
ド
ウ

ボ
ッ
ク
ス
・
そ
の
他

●
出
品
点
数　
１
人
２
点
ま
で　

※
出
品
は
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

●
出
品
料　
１
５
０
０
円

※
三
次
市
文
化
連
盟
会
員
は
１
０
０
０
円

● 

出
品
方
法　
作
品
と
一
緒
に
出
品
票
・

出
品
料
を
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館

へ
持
参

※
絵
画
・
ち
ぎ
り
絵
・
書
・
写
真
・
版
画
お
よ
び
パ
ネ

ル
等
の
作
品
に
は
必
ず「
ヒ
ー
ト
ン
」と「
吊
紐
」を

つ
け
て
出
品
の
こ
と

商
工
会
議
所
、市
役
所
、Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ
、

サ
ン
グ
リ
ー
ン
な
ど
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問 

（
一
社
）三
次
市
観
光
協
会

　
〒
７
２
８
‐
０
０
１
４

　
三
次
市
十
日
市
南
１
‐
２
‐
23

　
三
次
市
交
通
観
光
セ
ン
タ
ー
１
階

　
☎
０
８
２
４

－

６
３

－

９
２
６
８

　

０
８
２
４

－

６
３

－

１
１
７
９

第
44
回
み
よ
し
市
民
祭

「
俳
句
・
短
歌
大
会
」作
品
募
集

●
応
募
資
格

　
三
次
市
に
在
住
も
し
く
は
勤
務
す
る
方
、

ま
た
は
文
芸
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す

る
方

●
応
募
作
品
数

　

俳 

句　
雑
詠
１
人
２
句
ま
で

　

短 

歌　
自
由
詠
１
人
２
首
ま
で

※
た
だ
し
、
文
化
連
盟
会
員
は
３
句
・
３
首
ま
で
応
募

可
。
出
品
後
の
訂
正
は
不
可
。

※
応
募
作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

●
出
句
・
出
詠
料

　
１
人
１
０
０
０
円（
出
品
時
に
納
入
）

●
応
募
期
限　
５
月
22
日（
月
）必
着

※
開
催
要
項
は
、
三
次
市
民
ホ
ー
ル
き
り
り
、
三
次
市

役
所
本
庁
お
よ
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

●
出
品
先

　
〒
７
２
８
‐
０
０
２
１

　
三
次
市
三
次
町
１
１
１
‐
１

 

（
三
次
市
民
ホ
ー
ル
き
り
り
内
）

●
と　
き　
６
月
27
日（
火
）、

　
７
月
５
日（
水
）10
時
～
13
時

※
で
き
る
だ
け
２
回
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
こ
ろ　
三
次
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

● 

対　
象　
市
内
在
住
で
子
育
て
中
の
方

（
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

● 

内　
容　
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
が

る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
の
摂
り
方
な

ど
の
お
話
＆
家
庭
で
す
ぐ
実
践
で
き
る

か
ん
た
ん
料
理
の
実
習

● 

参
加
費　
各
回
、大
人
３
０
０
円

　
（
子
ど
も
は
無
料
）

●
定　
員　
10
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　
６
月
20
日（
火
）

申
・
問 

健
康
推
進
課
健
康
企
画
係

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

６
２
３
２

　

０
８
２
４

－

６
２

－

６
３
８
２

あ
な
た
の
笑
顔
で

三
次
を
ス
テ
キ
に
Ｐ
Ｒ
！

三
次
市
観
光
ア
シ
ス
タ
ン
ト

「
き
ん
さ
い
エ
イ
ド
三
次
」募
集

●
募
集
人
員　
３
人

● 

任　

期　
７
月
29
日（
土
）（
第
42
回

三
次
き
ん
さ
い
祭
）か
ら
１
年
間

● 

仕
事
内
容　
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
観
光

Ｐ
Ｒ
お
よ
び
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
年
間
約

20
回
）

● 

選
考
方
法　
７
月
２
日（
日
）14
時
か

ら
面
接
を
行
い
ま
す
。

※
会
場
は
追
っ
て
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　
6
月
27
日（
火
）必
着

● 

応
募
方
法　
三
次
市
観
光
協
会
、
三
次

※
開
催
要
項
は
三
次
市
民
ホ
ー
ル
き
り
り
、
市
役
所
本

庁
お
よ
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

●
搬
入
日
時　

６
月
21
日（
水
）13
時
～
15
時　

※
包
装
・
ケ
ー
ス
等
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
の
で
作
品
の

み
を
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期
間　

　
６
月
22
日（
木
）～
６
月
25
日（
日
）

　
９
時
30
分
～
17
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

●
展
示
場
所

　
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館

※
展
示
に
つ
い
て
の
異
議
申
し
立
て
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
や
む
を
得
ぬ
事
情
で
作
品
が
損
傷
し
た
場
合
、
補
償

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問 

三
次
市
文
化
連
盟
三
次
支
部
事

務
局（
三
次
市
民
ホ
ー
ル
き
り
り
内
）

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

２
２
２
２

「
こ
ど
も
い
け
ば
な
体
験
教
室
」

参
加
者
募
集

●
と　
き

　
６
月
３
日（
土
）10
時
30
分
～
12
時

●
と
こ
ろ

　
三
次
市
民
ホ
ー
ル
き
り
り　
ホ
ワ
イ
エ

●
対　
象　
小
学
生
・
中
学
生

●
参
加
費

　
無
料（
た
だ
し
材
料
費
１
人
５
０
０
円
）

● 

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
学
年
・
連

絡
先
を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
５
月
20
日（
土
）

応
募
・
問 

三
次
市
華
道
連
盟

 

（
三
次
市
民
ホ
ー
ル
き
り
り
内
）

　
☎
０
８
２
４

－

６
２

－

２
２
２
２

　

０
８
２
４

－

６
２

－

２
２
３
０
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■５月募集住宅　募集戸数：各１戸、募集期間：５月23日（火）～５月31日（水）
住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

敷名住宅11号　－公営住宅ー�
（昭和63年度築）　単身申込可

三和町�
敷名11469番地１

13,100円～
19,500円

木造2階建、
3DK、水洗

政令月収額158,000円
以下（高齢者世帯、
障害者世帯などの場
合214,000円以下）
の世帯

①�現在、住宅に困ってい
ること。
②�申込者と同居親族が、
税金およびその他の料
金を完納していること。
③�同居者は、夫婦（婚約者、
内縁関係含む）親子を主
体とした親族であるこ
と。
④�申込者または同居親族
が暴力団員でないこと。

みどりヶ丘住宅11号－公営住宅－�
（昭和62年度築）　単身申込可

三良坂町三良坂�
10461番地116

13,200円～�
19,700円

木造2階建、
3DK、水洗

西田２号住宅５号棟203号室
－公営住宅ー�
（平成13年度築）　単身申込可

吉舎町吉舎�
643番地１

18,100円～�
26,900円

中層耐火3階建（2階）、
3LDK、水洗

兼石住宅３－１号　－公営住宅－�
（平成元年度築）　単身申込可

甲奴町�
梶田2273番地１

13,400円～�
20,000円

木造2階建、
3DK、水洗

松ヶ瀬団地３－１号室
－特定公共賃貸住宅－
（平成６年度築）単身向け

君田町東入君
240番地 18,000円 木造２階建（1階）、

1DK、水洗
政令月収額158,000円
を超え487,000円以
下の世帯

■随時募集住宅　募集戸数：各１戸、受け付け・審査後入居可能
住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

大伴住宅３号　－公営住宅ー�
（平成７年度築）　単身申込可

布野町�
下布野552番地１

17,200円～�
25,600円

木造2階建、
3DK、水洗

政令月収額158,000円
以下（高齢者世帯、
障害者世帯などの場
合214,000円以下）
の世帯

①�現在、住宅に困っている
こと。
②�申込者と同居親族が、税
金およびその他の料金
を完納していること。
③�同居者は、夫婦（婚約者、
内縁関係含む）親子を主
体とした親族であること。
④�申込者または同居親族
が暴力団員でないこと。

敷名住宅１号　－公営住宅ー�
（昭和63年度築）　単身申込可

三和町�
敷名11469番地１

11,000円～
16,400円

木造平屋建、
3DK、水洗

天楽住宅３－101号
ー公営住宅ー�
（昭和56年度築）　単身申込可

作木町下作木�
828番地１

11,300円～�
16,900円

簡易耐火2階建、
3DK、水洗

ニュータウン常清５号棟
－定住住宅ー�
（平成６年度築）　単身申込不可

作木町下作木�
965番地２ 25,000円 木造2階建、

4LDK、水洗 収入要件なし 上記①～④および、三次
市に住民登録されている
方、住民登録を移すこと
が誓約できる方。

三次市定住促進住宅�
（昭和56年～ 62年度築）
単身申込可

三次町・吉舎町・�
三良坂町

30,000円～�
35,000円

鉄筋5階建、
3DK、水洗

世帯の年間収入の12
分の１の額が、家賃
の3倍以上あること

市営住宅 入居者募集

※ 申し込みの際にマイナンバー（個人番号）と本人の確認を行います。「個人番号カード」か「番号通知カードと確認書類（運転免許証等の顔
写真入りのもの１点または健康保険証等顔写真のないもの２点）」をお持ちください。

※入居希望者が募集戸数を超える場合は当選者と補欠者を抽選で決定します。補欠者は、１年間申込住宅の補欠となります。
※ 入居要件のうち税等の完納については、当該市町村の税およびその他の料金が課税または賦課されていない方は、この限りではありません。

応募・問 財産管理課住宅管財係　☎0824-62-6161　 0824-62-6235　または各支所

応募・問 広島北部地域職業訓練センター（三次市職業訓練センター）　※定員になり次第、受け付けを締め切りますのでご了承ください
　　　　☎・ 0824-62-8500　 info@nhvtc.ac.jp　 http://www.nhvtc.ac.jp/

　就職活動中の市民の皆さんと市内事業所にお勤めの方を対象とした訓練講座です。
●受講料：無料　※ただし、講座によってはテキスト代等が別途必要です。

講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 内　　容

Word&Excel応用コース 6/20～7/27 火・木 13：30～15：30 10
Word： ビジュアル文書の作成、演習により作業能率アップのテク

ニックを習得
Excel：関数の応用、データベース機能の習得

介護職員初任者研修（訪問介護
員）養成講座　（平日コース） 6/13～（予定） 平日  9：00～16：00 20 訪問介護サービス事業に従事する方、従事を希望する方を対象に、介

護職としての基本知識や生活支援技術を習得し、資格取得する講座
国家資格「第一種電気工事士」
受験準備特別講習 6/14～9/27 水 18：30～20：30 15 高圧（600Ｖ～7,000Ｖ）の電気工事の作業に従事できる国家資格「第一種

電気工事士」の筆記試験に合格するための特別講習会 ※試験日：10/1（日）
医療事務・
調剤報酬請求事務講座 6/24～10/14 土 10：00～16：00 15 医療事務および調剤報酬請求事務を初歩から勉強し、医療事務検定お

よび調剤報酬請求事務の資格取得をめざす講座 ※試験日10/22（日）

■三次市委託職業訓練講座

■一般職業訓練講座　※時間は変更になる場合があります
講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 受　講　料　（　）は会員価格

自由自在に！プレゼン資料作成 6/13～22 火・木 10：00～12：00 10  7,000円　※テキスト代別
Word 応用コース 6/20～7/6 火・木 13：30～15：30 10  8,000円　※テキスト代別
監督者訓練　第1科（仕事の教え方） 6/1・2 木・金  9：00～16：00 15 19,000円（16,000円）　※昼食費込
国家資格「第二種電気工事士」
受験準備特別講習（夜間）＜技能＞ 6/5～7/10 月 18：30～21：00 15 25,000円（22,000円）　※テキスト代別

実践課長研修 6/15・16 木・金  9：00～16：00 15 20,000円（18,000円）　※昼食費込
刈払機講習 6/24 土  9：00～16：00 20 10,000円　※別途、修了証取得料3,000円
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三和町信
のん

原
ばら

田
でん

楽
がく

大花田植
平安時代に始まっ
たとされる信原田
楽。牛による代かき、
太鼓の音に合わせた
早乙女の華やかな花
田植は必見です。

問 三和町自治連合会　☎・ 0824-52-7086

▶と　き　５月28日（日）12時～
▶ところ　下板木老人集会所下の圃

ほ
場

※早乙女の体験もできます。

第20回 青河ほたる祭り

問 青河自治振興会　☎・ 0824-67-3701

ステージプログラムや各種バザーなど、内容盛りだ
くさんのお祭りです。
▶と　き　６月３日（土）17時～21時
▶ところ　青河コミュニティセンター周辺

ピースフェスタみよし 2017
芝生の上で音楽を聴いた
り、平和について考えるイベ
ントです。古墳に囲まれた会
場では、約30の店が並ぶマー
ケットや大人も子どもも楽し
めるワークショップを開催し
ます。
▶と　き　５月20日（土）
　　　　　11時～15時

問 実行委員会事務局　☎080-5233-3429（おだけ）

▶ところ　みよし風土記の丘（芝生の広場）
▶内　容　 ネイチャーゲーム、泥団子、糸紡ぎ、鉛筆

ブローチ、勾玉作り、世界に一つの缶バッチ
にがおえなど　

▶入場料　無料

広島県無形民俗文化財指定「三次の鵜飼」
▶運航期間　６月１日（木）～９月10日（日）
▶運航時間　19時30分～約１時間（19時集合）
▶乗降場所　鵜飼乗船場（十日市親水公園内）
▶遊覧場所　馬洗川「巴橋」周辺
▶乗船料金　大人3,000円、小学生1,500円

鵜飼乗船予約・問い合わせ先 　（一社）三次市観光協会　☎0824-63-9268　 0824-63-1179

学んで合点！ウカイ
第12回 みよし鵜飼まつり

三次市民の財産「鵜飼」について、学んで楽しめるイベントです。
▶と　き　６月３日（土）16時30分～21時
▶ところ　鵜飼乗船場（十日市親水公園内）

※ ６月と９月の毎週月～木曜日は、お得なサービスデー
※金・土曜日は割増料金あり　　※貸切船・宿泊パックもあります。
※三次DE Happy!（三次市観光宿泊・スポーツ合宿助成事業）協賛イベント

６月１日（木）は、25組50名の三次市民の方がペア料金1,000円（鮎塩焼き付き）でご乗船いただけます。往復ハガキに住所・名前・年齢・三次の鵜
飼への要望・ご意見などを記入のうえ、５月26日（金）【必着】までにお申し込みください。応募者多数の場合は抽選とします。
●応募先　〒728-0014　三次市十日市南１-２-23　三次市交通観光センター１階　（一社）三次市観光協会　鵜飼遊覧係あて

第44回 みよし市民祭
「いけ花展」

問 三次市文化連盟三次支部事務局
　 （三次市民ホールきりり内）☎0824-62-2222

▶と　き　６月３日（土）・４日（日）９時～17時
  （最終日は16時30分まで）
▶ところ　三次市民ホールきりり　サロンホール
▶入場料　無料

「芸能祭」
▶と　き　６月４日（日）９時30分～16時
▶ところ　三次市民ホールきりり　大ホール
▶入場料　無料
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新緑ウォーキング
慈照園（山家町）まで
ウォーキングした後、「菖
蒲まつり」を楽しみます。
帰りは三次コミュニティセ
ンターまで送迎バスをご利
用ください。

問 三次地区自治会連合会　☎・ 0824-62-3612

▶と　き　６月11日（日）９時集合
▶ところ　三次コミュニティセンター
　　　　　（三次ふれあい会館）～慈照園
▶参加費　無料
▶持参物　昼食・飲み物など
▶申込締切　６月５日（月）

モリアオガエル観察会

▶対　象　小学生以上（小学生は保護者同伴に限る）
▶参加費　100円（傷害保険料）
▶申込期限　５月31日（水）
※雨具を持参のうえ、服装は長袖・長ズボンでお越しください。

申・問 灰塚ダム知和ウェットランド
　　　☎・ 0824-43-2324

申・問 君田温泉 森の泉
　　　☎0824-53-7021　 0824-53-2119

第16回 ひろしま「山の日」
県民の集い in みよし

問 実行委員会事務局（農政課内）
 　☎0824-62-6163　 0824-64-0172

▶と　き　６月４日（日）10時～14時
▶ところ　
　【メイン会場】　
　　酒屋いこいの森（東酒屋町・酒屋保育所隣り）
　【サテライト会場】　
　　ほしはら山のがっこう（上田町）

森の手入れやツリー
ハウスでの木登り体
験、山野草の自然観察
など森林に親しむイベ
ントです。ぜひ、お越
しください。

第12回 神杉大田植

森の散歩道散策ウォーキング

問 神杉地区自治会連合会　☎・ 0824-66-1323

華やかな衣装の早乙女が、田植え歌を歌いながら苗
を植えていく大田植。体験交流田植えや代みて行事、
写真コンテスト優秀作品の展示もあります。
▶と　き　６月11日（日）10時～
▶ところ　神杉小学校東側圃

ほ
場

▶と　き　６月４日（日）９時30分～12時
　　　　　（受付９時～）※小雨決行
▶ところ　灰塚ダム知和ウェットランド
　　　　　（管理棟に集合）
▶講　師　西中国山地自然史研究会　副理事長
　　　　　内

ない
藤
とう
　順

じゅん
一
いち
さん

▶と　　き　６月11日（日）9時～15時
▶集合場所　君田温泉 森の泉21番館前
▶内　　容　 癒しの散歩道での森林浴や山頂広場での

木工クラフト作りなど、緑深い君田の里
山でのひとときを満喫しませんか！

▶参 加 費　1,000円

▶申込期限　
　６月５日（月）

※ 飲み物、敷物、弁当、雨具等を持参のうえ、
山中を歩ける服装・靴でお越しください。

～みんなでカープを応援しよう～
三次市民（中学生以下のグループ）に特別料金で
販売します。所定の申込書にてお申し込みください。

▶ 対象試合　マツダ スタジアムで開催されるカー
プの７～９月の試合（クライマックスシリーズ・
日本シリーズを除く）

▶ 申込条件　次のすべての条件を満たすこと
　◦２人以上（22人まで）
　◦半数以上が中学生以下の子どもであること
　◦最低１人は成人者（引率者）を含むこと
▶ 販売価格　こども（中学生以下）600円
　　　　　　大人1,200円
▶  申込方法　◦所定の申込書を（一社）三次市観光

協会へ提出してください。（FAX可）
◦希望が22人を超える場合は、抽選等を行います。
▶申込期限　６月２日（金）
特別販売で申込みがなかった席については、６月
15日（木）10時から一般販売を行います。購入条
件がありますので、詳しくはお問い合わせください。
申・問 （一社）三次市観光協会
　　　〒728-0014　三次市十日市南1-2-23
　　　☎0824-63-9268　 0824-63-1179

2017マツダスタジアム外野指定席チケット特別販売
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ボランティアスタッフ募集！
奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆さんのご協力によって運営されています。
受付・監視、環境美化、ガイド、広報、事務・イベント、呈茶の各グループの中から、自分に合った活動でボランティアができます。

申・問 奥田元宋・小由女美術館　☎0824-65-0010　 0824-65-0012

奥田元宋・小由女美術館

問 

み
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し
風
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史
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▶と　　き　開催中～６月11日（日）
▶開館時間　9時30分～17時（入館は閉館の30分前まで）
　 ※6月9日（金）は満月のため21時まで開館時間を延長
▶会期中の休館日　５月10日（水）
▶入場料　一般1,000（900）円　
　ペアチケット（一般男女ペア）1,800円　
　高校・大学生500（400）円

※中学生以下、身体障害者手帳など所持者は観覧料無料　
※（　）内は20人以上の団体および前売り

み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
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ひ
ろ
し
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再
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み
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－
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日
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期
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関連行事

●と　き　５月28日（日）13時～（２時間程度）
●講　師　三

み

桝
ます

正
まさ

典
のり

さん
　　　　　（美術家／広島女学院大学幼児教育心理学科教授）
●ところ　奥田元宋・小由女美術館ロビー
●参加費　300円　　●定　員　10名

ワークショップ「妖怪絵巻をつくろう」

●と　き　６月９日（金）
14時と19時の二回公演
●出演者　 藤

ふじ
永
なが

　麻
あさ

未
み
（ソプラノ） 

大
おお

城
しろ

　　要
かなめ

（ピアノ）

《曲　目》　 浜
はま

千
ち

鳥
どり

、私のお父さん、 
アヴェマリア　ほか

※曲目が変更になる場合があります。

満月 ロビーコンサート

ソプラノとピアノによる祈り
～水無月に寄せて～

記
念
講
演
会
２

「
ひ
ろ
し
ま
の
考
古
学
を
彩
る
人
々
」

●
と　
き　
５
月
20
日（
土
）14
時
～
16
時

●
講　
師　
後ご

藤と
う　
研け
ん
一い
ち
さ
ん

 

（
広
島
修
道
大
学
非
常
勤
講
師
）

展
示
解
説
会

●
と　
き　
５
月
28
日（
日
）14
時
～
15
時

展
覧
会
関
連
行
事

※小学校低学年向けの内容になります。

妖怪・おばけ浮世絵展
江 戸 の オ ー ル ス タ ー 大 集 合

奇々怪 ！々

江戸時代後期、多彩な浮
世絵師たちが描いた妖怪や
おばけの浮世絵が人気を博
しました。大胆で奇抜な構
図が特徴的な葛飾北斎の百
物語シリーズや、酒呑童子、
化け猫といったおなじみの
妖怪たちの作品を紹介し、
おそろしくもどこかユーモ
ラスな江戸の妖怪ブームを
振り返ります。

●と　き　６月４日（日）13時～  ※展覧会チケットが必要です。
学芸員によるギャラリートーク

「奥田元宋・
 奥田小由女の世界」

常設展
日本画家・奥田元宋と人形作家・奥田小由
女の代表作をお楽しみください。

葛飾北斎《百物語　小幡小平次》
天保 2（1831）年頃／中判錦絵

歌川芳艶　《大江山酒呑退治》安政 5（1858）年／大判錦絵三枚続
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はらみちを「りまあく」原画作品展
▶と　　き　開催中～５月21日（日）

▶と　　き　開催中～６月４日（日）
▶開館時間　三良坂平和美術館　９時～17時
　　　　　　美術館あーとあい・きさ　10時～17時
▶休 館 日　月曜日
▶入 館 料　２館共通チケット　一般500円

はらみちを美術館企画展

問 はらみちを美術館（君田温泉森の泉内）
 　☎0824-53-7021　 0824-53-2119

「遥」1988 年

吉井章「Land ScapeⅣ」
2004 年

三良坂平和美術館、美術館あーとあい・きさ共同企画

問 美術館あーとあい・きさ　☎・ 0824-43-2231 辻村寿三郎人形館

新
しん

・八
はっ

犬
けん

伝
でん

／伏
ふせ

姫
ひめ

昭和48年～昭和50年にNHK
で放映された人形劇「新八犬伝」
の実物作品を中心に展示しま
す。特に中心人物である伏姫は、
随所に施されたきらびやかなし
つらえが見どころです。

伏姫
▶と　　き　開催中～９月24日（日）
▶入 場 料　一般800（700）円　学生400（300）円

▶開館時間　10時～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶休 館 日　水曜日
問 辻村寿三郎人形館（三次市歴史民俗資料館内）
 　☎・ 0824-64-1

ジ ュ
0３

サブ
６
ロー

※中学生以下、障害者手帳など所持者は無料
※（　）内は10人以上の団体料金

「久
く

保
ぼ

田
た

辰
た つ

男
お

 絵画展　～ふるさと・牛
ぎゅう

歩
ほ

の50年～」

※ 共通チケットで２館に入館できます。
※ 高校生以下、障害者手帳などの所持者は無料

問 三良坂平和美術館　☎・ 0824-44-3214　　美術館あーとあい・きさ　☎・ 0824-43-2231

吉舎歴史民俗資料館企画展

写真で見る「古
ふる

里
さと

のくらし今
こん

昔
じゃく

」

▶と　　き　開催中～９月30日（土）
▶開館時間　10時～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶休 館 日　月曜日（※祝日は開館）

古里の自然や農家を中心とする暮らしの今昔を写真
で紹介します。たとえば、田

た
植
うえ
定
じょう
規
ぎ
、負

おい
子
こ
、竹

たけ
箕
み
を使

う農作業や炭焼き、小川での洗い物など、今では懐か
しい生活風景。吉舎町辻の神

こうぞのり
殿入、氷

つ ら ら
柱にみる厳しい

自然など古里の風物詩を菅
すが
昭
あき
和
かず
さんの（約30点）で紹

介します。

問 吉舎歴史民俗資料館　☎・ 0824-43-2231

第11回はらみちを大賞「お母さんの詩コンクール」
入賞入選作品展
▶と　　き　開催中～５月31日（水）
▶開館時間　９時～17時　
▶休 館 日　５月16日（火）
▶入 場 料　一般300円　高校生150円
※中学生以下、障害者手帳など所持者とその介助者は無料

美術館あーとあい・きさ企画展

次回企画展

吉
よ し

井
い

 章
あきら

・早
さ

智
ち

子
こ

の軌跡展 
―タブロに現れるそれぞれの感性―

▶と 　 き　６月11日（日）～７月９日（日）
▶開館時間　10時～17時（入館は閉館の30分前まで）
▶休 館 日　月曜日　
▶入 場 料　一般400円　65歳以上300円
　　　　　　高校生200円
※中学生以下、障害者手帳などの所持者とその介助者は無料

常設展

広島県指定史跡
 「三

み
玉
たま

大
おお

塚
つか

古墳」出土品・復元模型

吉舎町の山城　
 「南

なん
天
てん

山
ざん

城」「平
ひら

松
まつ

城」いずれも復元模型

風景・人物、抽象など様々なジャ
ンルを独自の技法と発想で描いた
吉井章と早智子の作品を展示しま
す。

三次市歴史民俗資料館

昔から「光
ひかり
人形」と呼ばれる三次人形。その中でも女物を中

心にした華やかな作品をご鑑賞ください。あわせて、みよし
の妖怪ものがたり「稲生物怪録」を紹介しています。
●と　き　開催中～８月22日（火）

華やかな三次人形の世界と知ってみよう稲
い の う

生物
もののけろく

怪録

毎月第３日曜日にギャラリートーク開催中！
木
も

綿
めん

兎
と

主宰、川
かわ

崎
さき

員
かず

奥
お

さんによる人形解説と人形舞いをおこないます。
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無料
内　容 と　き ところ 問い合わせ先

障
害
者
相
談
会

「きこえ」に困っている人のための相談会
相談員　伊

だ
達
て

　元
げん

一
いち

郎
ろう

（身体障害者相談員）※要約筆記あり
６月10日（土）９時～12時

三次市福祉保健センター
１階相談室

三次市障害者
支援センター

☎0824-65-1131
0824-65-1132

知的障害の相談会 【要予約】
相談員　新

しん
元
もと

　史
ふみ

子
こ

（知的障害者相談員）
連絡先　☎090-2297-4546（新元）

６月18日（日）10時～12時

ピア・カウンセリング 【要予約】
※ ピアとは仲間の意味です。同じ障害を

持った仲間が相談を受けます。統合失
調症などの病気との付き合い方・障害
による就職や生活の悩みほか。

随時
カウンセリング時間
約１時間

三次市福祉保健センター
２階活動交流室

（またはご自宅へ訪問）

三次市福祉総合相談支援センター
（高齢者・障害者・生活に困っている方の相談ほか） 平日の８時30分～17時15分 三次市福祉保健センター

三次市福祉総合
相談支援センター

（社会福祉課
 福祉総合相談係）

☎0824-62-6284
0824-62-6404

消費生活相談 月・火・木・金曜日
９時～16時 市役所東館１階 市民課市民窓口係

（消費生活センター）
☎0824-62-6222

0824-63-2809無料法律相談 【要予約】
※弁護士が対応

５月18日（木）、６月１日（木）
13時～16時 みよしまちづくりセンター

広島北部巡回法律相談センター 【要予約】
※弁護士が対応

５月26日（金） 三和支所 広島北部巡回
法律相談センター

☎0120-969-214
（9時30分～16時）６月９日（金） みよしまちづくりセンター

三次市女性・子育て相談支援センター
（DV等の困りごと、子育ての悩み、ひとり親家
庭の支援に関することなど。専門の相談員が対
応。）

平日の８時30分~17時15分 市役所東館２階

女性活躍支援課女性活
躍支援係（女性・子育
て相談支援センター）

☎0824-64-6011
0824-62-6300

雇用のトラブル
※ 事業主と労働組合・労働者個人との紛争の円

満な解決をお手伝いします。
平日の８時30分~12時
　　　13時～17時 県庁東館７階

広島県労働委員会事務局
☎082-513-5162

082-228-2075

年金・労働相談会
（障害年金、職場トラブルほか。社会保険労務士
が対応）
※年金相談の方は年金定期便をご持参ください。

６月14日（水）
７月12日（水）
13時30分～16時

三次コミュニティセンター
社会保険労務士
井
いの

上
うえ

澄
すみ

子
こ

事務所
☎0824-62-0323

行政相談
（国等に対する意見ほか。行政相談委員が対応）
※ 日程が変更される場合がありますので、ご利

用の際はお問い合わせください。

５月17日（水）10時～12時 君田保健センター

総務省中国四国管区
行政評価局

☎082-228-6173
082-228-4955

５月18日（木）９時～12時 三次コミュニティセンター

５月25日（木）14時～17時 八次コミュニティセンター

６月 2日（金）９時～12時 作木山村開発センター

６月 9日（金）９時～12時 市役所甲奴支所

６月13日（火）10時～15時
市役所吉舎支所

みわ保健センター

就職に向けたスキルアップ相談会
【対象】15歳～39歳の方
　　　 自分に合った就職活動の方法ほか。
※電話でお申し込みください。

６月14日（水）
13時～15時

ハローワーク三次
大会議室

ひろしま北部若者
サポートステーション

☎082-516-6557
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広島法務局三次支局と三次人権擁護委員協議会では、今年も６月１日「人権擁護委員の日」を中心
として、市内各地において特設人権相談所を開設し、人権擁護委員が相談をお受けします。日常での
困りごと、心配ごとがありましたらお気軽にご相談ください。

■ひとことアドバイス
店舗や商業施設の買い物中に、滑る、つまずくなどによる転倒事故

が起きています。特に高齢の女性の事故が多く、高齢になるにつれて
骨折などの治療期間が１カ月以上のけがとなるケースが目立ちます。

雨の日の店舗入り口は床が濡れており、滑りやすくなっています。
鮮魚コーナーや冷凍ケース等の周辺なども、床が濡れていることがあ
るので、気をつけましょう。
 買い物中は商品に気を取られがちですが、段差や床に置かれた台車や
商品等につまずかないように、足元や周囲に注意を払いましょう。
 床が濡れている等、危険だと感じたときは、お店の人に申し出て安全
策をとってもらうようにしましょう。
 （独）国民生活センター「見守り新鮮情報」から

問 市民課市民窓口係（消費生活センター）　☎0824-62-6222　 0824-63-2809

骨折も! 買い物中の転倒に注意 !
■相談例１

大雨の日にコンビニの入り口にあるマット
の上で一歩右足を踏み出したとき、マットが
滑って止まらなかったため左ひざをついてし
まった。その際、バキッと音がした。救急車
で搬送され、翌日手術した。左ひざ骨折の重
傷だった。 （70歳代　女性）
■相談例２

売り場の通路に放置された商品の補充に使
われる台車の車輪部分を踏んで、転倒し、救
急車で運ばれた。腕を骨折した。
 （60歳代　女性）

■６月１日は人権擁護委員の日です　「人権擁護委員の日」無料特設人権相談所の開設

地域安全ニュース
三次警察署管内防犯組合連合会・三次警察署

他人にキャッシュカードや通帳を渡さないで！

問 三次警察署　☎0824-64-0110　 0824-64-0116

●事例　 警察官を名乗る男から「詐欺の犯人を捕まえました。押収した物の中に、あなた名義の通帳
があります。担当者がキャッシュカードを預かりに行きます。」と電話があり、自宅にキャッ
シュカードを受け取りに来て、現金を引き出すというものです。

と　き と　こ　ろ
６月１日（木） 10時～ 15時 みらさか福祉センター

６月２日（金）   9時～ 12時 作木山村開発センター

６月２日（金）
10時～ 15時

君田保健センター

６月３日（土） サングリーン

と　き と　こ　ろ

６月５日（月）

10時～ 15時

みわ保健センター

市役所甲奴支所

６月６日（火） 布野生涯学習センター

６月９日（金） 市役所吉舎支所

問 広島法務局三次支局　☎0824-62-5070

～だまされないために～
●警察が通帳やキャッシュカード、現金を預かることはありません。
●他人が暗証番号を聞いてきたら詐欺なので、絶対に教えないでください。
●このような電話があれば、すぐに110番通報してください。

運動目標
県民だれもが穏やかで幸せな暮らしを実感できる
日本一安全・安心な広島県の実現
身近な犯罪被害の抑止
子供・女性・高齢者等の安全確保
新たな犯罪脅威への対応

重点項目

平成 28年～平成 32年

「めざそう！
安全・安心・日本一」
ひろしまアクション・プラン
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広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎0824-66-3366　 0824-66-3370
３日㈯・４日㈰ 第70回広島県高等学校総合体育大会卓球の部
10日㈯ 第14回備北地区バレーボール選手権大会
11日㈰ 全日本９人制クラブカップ選手権大会県予選会
13日㈫ 第103回ミズノ杯パークゴルフ大会
15日㈭ ミズノ・スポーツ塾（とび箱）

17日㈯
北部ママさんバレーボール大会予選リーグ大会
（兼審判研修会）
JTサンダーズバレーボール教室

18日㈰ 第29回広島県小学校総合体育大会
バレーボールの部北部予選大会

19日㈪ ガーデニング教室
20日㈫ PGともえ会月例会
23日㈮ 三次市パークゴルフ協会月例会
24日㈯ Ｈ29年度広島県小中学生オープン卓球大会（三次会場）
25日㈰ 中国新聞杯第17回北部ママさんバレーボール大会

三次市営球場（西酒屋町）　☎・ 0824-64-1527
３日㈯・４日㈰ 第72回国民体育大会軟式野球競技広島県選考大会

10日㈯・11日㈰ 中国ろうきん杯第14回学童軟式野球選手権大会三次地区予選大会

18日㈰・25日㈰ 第37回広島県軟式野球連盟三次支部長旗争奪軟式野球大会

カーター記念球場（甲奴町）　☎0847-67-3532

４日㈰ 第50回中国五県１部・２部軟式野球大会
甲奴支部大会

11日㈰ 広島県知事旗第21回広島県軟式野球大会兼
西日本選手権大会甲奴支部大会

18日㈰・25日㈰ 中国ろうきん杯第14回学童軟式野球選手権大会北部地区大会

みよし運動公園（東酒屋町）
☎0824-62-1994　 0824-64-0344
3日㈯ ミズノ ソフトテニススクール

4日㈰ 第16回会長杯
三次ミックスオープンソフトテニス大会

4日㈰・25日㈰ 北部リーグ
5日㈪・16日㈮・
19日㈪・25日㈰ ミズノ トラック＆フィールドクラブ

7日㈬ 三次年金受給者協会グラウンド・ゴルフ大会
10日㈯ 第１回北部陸上競技記録会
11日㈰ 平成29年度三次高等学校体育大会
11日㈰ 第130回三次市内ソフトボール大会

13日㈫ 日本生命セ・パ交流戦
広島東洋カープ VS オリックス・バファローズ

17日㈯ 第14回安芸高田市中学校陸上競技大会
17日㈯ 三次地区３種トレセン

17日㈯ 広島市長杯・第13回ヤングひろしまピース
親善大会ジュニアの部

17日㈯・18日㈰ 第33回RSK杯全国選抜ジュニアテニス
選手権大会広島県予選大会

18日㈰ Ｎリーグ

24日㈯ JCカップU-11少年少女全国サッカー大会
広島ブロック予選大会

25日㈰ 第32回親善少年野球吉舎大会

※ 詳しくは、ミズノグループの
　ホームページをご覧ください。

申・問 広島県立みよし公園
　　　（指定管理者：ミズノグループ）
　　　☎0824-66-3366
　　　 0824-66-3370

広島県立
みよし公園へ行こう！

6 月の主な行事

ミズノ・スポーツ塾（とび箱教室）
と き 　６月15日（木）
　・幼児の部（年中・年長）  17時～ 17時50分
　・小学生の部（１～３年生）  18時～ 18時50分
参 加 費 　 １人800円

ミズノ バスケットボール教室
　平成29年度から、クラス・時間帯が変更になりました！
と き 　毎週火曜日18：30～ 19：30
対 象 　小学生（１～４年生）　 定 員 　20名
参 加 費 　回数券 2,800円/4枚綴  1回毎の料金 １人800円

と き 　毎週火曜日19：40～ 21：00
対 象 　小学生（５・６年生）　 定 員 　20名
参 加 費 　回数券 3,600円/4枚綴  1回毎の料金 １人1,000円

応募・問 JTサンダーズ交流事業実行委員会事務局
　　　　（観光スポーツ交流課内）
　　　　〒728-8501 三次市十日市中2-8-1
　　　　☎0824-62-6553　 0824-62-6235

「JTサンダーズバレーボール教室」
参加者募集

Ｖプレミアリーグで活躍中のJTサンダーズの選手
によるバレーボール教室の参加者を募集します。
●と 　 き　６月17日（土）10時～15時（予定）
●と こ ろ　広島県立みよし公園カルチャーセンター
●参加資格　三次市内の小・中学生【定員100人】
●参 加 費　無料
●応募方法　 名前、性別、年齢、住所、連絡先、学校名・

学年を電話、FAXまたは郵便でお知らせ
ください。

●応募期限　 ５月31日（水）
　　　　　　※定員になり次第締め切ります。

☎0824-65-2211

お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

三次市の番組
「市役所ほっとニュース」　 デジタル11Ch 　毎週水曜日～新内容
「広報みよし朗読の時間」　 デジタル121Ch 　５月 17 日・18 日 ９時～

月～金曜日

生放送 ▶ニュース　▶特集　▶お知らせ　▶天気
17 時30 分スタート

三次の話題満載！

「情報ストリート
あっちこっち三次」放送中

４月30日に行われた、神楽公演の様子を２回
に分けて放送します。
出演は布野町の横谷神楽団と北広島町の筏

いかだ

津
つ

神楽団。

前編 5月20日（土）
９時30分～（予定）

後編 5月21日（日）
12時30分～（予定）

《特別番組》第4回横谷春まつり・神楽公演
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今月の特集は、今年、制度創設100周年を迎える民生委員・児
童委員の活動を紹介しました。今回、取材をさせていただいた
方は、皆さん、「地域のために貢献したい」という強い思いを話
してくれました。ぜひ、地域の民生委員の活動に目を向けてみ
てください。
今月号から「広報みよし」の担当になりましたが、皆さんの思
いを「聞きだし」「伝える」ことの難しさと大切さを実感してい
ます。
伝えたい思いを聞きだして、分かりやすい表現で市民の皆さん
に伝える広報紙をめざしていきたいと思いますので、これから
もご協力をよろしくお願いします。慎

編集後記

行　事　名 と　き 対　　象
市
（中央館）

立図書館　　☎0824-62-2639　 0824-63-2861
※場所はいずれも２階（畳コーナー）です。

このほんだいすき
ぷーさんの会 ６月 3日（土）　10：30 ～ 乳幼児から

ぐるんぱ ６月14日（水）　10：30 ～ 乳幼児から

たんぽぽ ６月17日（土）　14：00 ～ 幼児から

紙芝居劇団「ことり」 ６月21日（水）　10：30 ～ 乳幼児から

トトロの読みかたり ６月24日（土）　15：00 ～ 乳幼児から

あかちゃんと絵本の森 ６月28日（水）　11：00 ～ 乳幼児から

君田図書館　　☎・ 0824-53-7050

ばんびのお話し広場 ６月24日（土）　10：30 ～ 幼児から

布野図書館　　☎・ 0824-54-2288

絵本の会｢空色のたね｣ ６月17日（土）　10：30 ～ 幼児から

作木図書館　　☎・ 0824-55-2610

絵本の会｢どんぐり｣ ６月14日（水）　15：30 ～ 幼児から

吉舎図書館　　☎・ 0824-43-4513

おはなし広場 ６月3日（土）　10：30 ～ 幼児から一般

三良坂図書館　　☎・ 0824-44-4506

おはなし会 ６月20日（火）　10：30 ～ 乳幼児から

三和図書館　　☎0824-52-3739　 0824-52-3740

読書会 ６月 1日（木）　 9：30 ～ 一般

絵本の広場 ６月17日（土）　14：00 ～ 幼児から
おひざにだっこの
おはなしタイム ６月28日（水）　10：30 ～ 乳幼児

甲奴図書館　　☎0847-67-3532　 0824-67-3538
｢へびくんのおさんぽ｣
のおはなし会 ６月10日（土）　10：00 ～ 幼児から一般

※日程が変更になる場合があります。

「図書館出前便」を利用ください
●利用料金　無料（材料費が必要な講座もあります）
●申込方法　 開催希望日の2週間前までに「図書館依頼申

請書」を提出してください。
●講座の内容　 「読み語り講座」「調べ学習講座」など16

講座
※申請書はホームページからダウンロードできます。
※詳しくは図書館ホームページをご覧ください。

問 市立図書館（中央館）
 　☎0824-62-2639　 0824-63-2861

新しい雑誌が増えました!
君田館 「レタスクラブ」（生活）
布野館 「こどものとも年少版」（絵本）
 「E

エ ッ セ
SSE」（生活）

 「毎日が発見」（生活）
吉舎館 「K

コ ド モ エ
odomoe」（出産・育児）

 「F
フ ラ ウ
RaU」（女性総合誌）

三良坂館 「暮らしの手帖」（生活）
 「ことりっぷマガジン」（旅・生活）
甲奴館 「小学８年生」（児童総合誌）
 「いただきます ごちそうさま」（子育て・育児）
※ 最新号を除き、バックナンバーの貸し出しを行っています。

※ 4 月 1 日～ 26 日の気象データに基づく数値
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本庁本館前 0.100 吉舎支所前 0.112
君田支所前 0.130 三良坂支所前 0.134
布野支所前 0.134 三和支所前 0.132
作木支所前 0.146 甲奴支所前 0.134
※ 測定数値は、健康に影響するレベルではありません。
※ 「放射線量の測定」についての詳細は、市ホームページをご覧ください。

単位：マイクロシーベルト毎時

４月の放射線量 ４月26日（水）
地上１ｍの高さで簡易測定

月間有効求職者数���������� 932人
月間有効求人数���������� 1,531人
月間有効求人倍率��������� 1.64倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎0824-62-8609　 0824-62-1859

３月の求人・求職状況 ハローワーク三次

気象庁〈三次地点〉
気象統計資料による

降水量�������������� 113.5㎜
平均気温������������� 12.6℃
最高気温����������26.9℃（16日）
最低気温���������0.4℃（3・13日）

４月の気象

図書館ニュース 6月

人口総数���������53,623人（＋62人）

男������������25,444人（＋50人）

女������������28,179人（＋12人）

世帯総数������� 23,644世帯（＋70世帯）

人口の動き ４月26日現在
（　）は対前月比※外国人を含む

※納付相談はいつでも気軽にご連絡ください。
【納付方法について】収納課収納係 ☎0824-62-6127

５月の納付 納期限は
５月31日（水曜日）です

▶固定資産税・都市計画税（１期）

▶軽自動車税

【課税内容について】課税課資産税係　☎0824-62-6124

【課税内容について】課税課市民税係　☎0824-62-6122



三次市 鹿児島県
南さつま市

2017

【日時】

【会場】

5月31日（水） 
午前0時～21時
市内全域

体を動かして、報告しましょう！
普段行っている　散歩・買い物・清掃・徒歩や自転車通勤・
体操・草刈り　など体を動かすことなら何でもOKです！
イベントに参加してもOKです！

 みよし運動公園� ◆スロージョギング　◆ウォーキング
市民ホールきりり� ◆3B体操　◆きりり de ウォーキング　◆体を動かそう！ 三次どんちゃん
CCプラザ、サングリーン� ◆お買物ウォーキング
三次市福祉保健センター� ◆赤ちゃんハイハイ競争
県立みよし公園� ◆施設無料開放（温水プール・アリーナ・トレーニング室・文化の広場・パークゴルフ）
その他、各地区で盛りだくさんのイベントを開催します！
※ 事前申し込みが必要なイベント・有料のイベントもあります。詳しくは市のホームページや新聞折込広告でご案内します。

午前 9時より
みよし運動公園開催式

５月の最終水曜日に人口がほぼ同じ市
町同士が、午前０時から21時までの
間に、15分間以上継続して、何らかの
運動やスポーツをした住民の『参加率

（％）』を競い合います。

とは？

報告先 電話番号 FAX 番号
君 田 支 所 0824-53-2111 0824-53-2961
布 野 支 所 0824-54-2111 0824-54-2429
作 木 支 所 0824-55-2111 0824-55-3678
吉 舎 支 所 0824-43-3111 0824-43-3062
三 良 坂 支 所 0824-44-3111 0824-44-3675
三 和 支 所 0824-52-3111 0824-52-2787
甲 奴 支 所 0847-67-2121 0847-67-3126
観光スポーツ交流課 0824-62-6553 0824-62-6235
メ ー ル の 場 合 sports@city.miyoshi.hiroshima.jp
※個別の報告先が指定されている場合は、そちらに報告してください。

メール用
QRコード

vs 

〈主催〉三次市チャレンジデー実行委員会（実行委員長：三次市長）
三次市チャレンジデー実行委員会事務局（三次市地域振興部 観光スポーツ交流課 スポーツ交流係）
☎0824-62-6553　0824-62-6235

当日のイベント

報告先
（①運動した地区②参加人数③運動の内容を報告してください。）

 hisyo@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

 http://w
w

w
.city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp/
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